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新型コロナワクチンの接種券を発送します新型コロナワクチンの接種券を発送します

コロナ禍の避難行動を考えるコロナ禍の避難行動を考える

命をつなぐ～救急車の適切な利用をお願いします～命をつなぐ～救急車の適切な利用をお願いします～

住宅用火災警報器の点検・交換をお願いします住宅用火災警報器の点検・交換をお願いします

四国中央市の国保財政が危機的状況です四国中央市の国保財政が危機的状況です

スポーツ教室　第 2期スポーツ教室　第 2期

副市長退任・就任副市長退任・就任

市議会だより市議会だより

四国中央市データ四国中央市データ

　　　　66 月末日現在（前月比）月末日現在（前月比）

人口  男　人口  男　41,51441,514人 （人 （-49-49））

女　女　43,33143,331人 （人 （-26-26））

計　計　84,84584,845人 （人 （-75-75））

世帯　38,918 世帯   （-20）世帯　38,918 世帯   （-20）

表紙：責任を背に〔7/15（木）消防防災センター〕※ 4～ 6ページに関連記事　表紙：責任を背に〔7/15（木）消防防災センター〕※ 4～ 6ページに関連記事　
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新型コロナワクチンの接種券を発送します
問い合わせ　保健推進課地域医療対策室　28-6208　　28-6213

接種費用

無料
（全額公費）

 Vaccination against COVID-19

大規模接種会場などでの接種を希望する方へ

　8月中旬までに、12 歳以上 64 歳以下の全ての方に接種券を発送しますが、大都市圏における大規模接種会場で
の集団接種を希望する方など、早期に接種券が必要な方に対しては、申請により早期に接種券を発行します。

いずれかの方法で申請してください 「接種券発行・再発行申請書」

ダウンロード（市ホームページ）▶

持参による申請
　各窓口センター、保健推進課に備え付けの「接種券発行・再発行申請書」に必要事項を記入し、各窓口センター、

保健推進課にご持参ください。「接種券発行・再発行申請書」は市ホームページからダウンロードもできます。

郵送による申請
　「接種券発行・再発行申請書」に必要事項を記入し、下記まで郵送してください。

電話による申請
　下記まで電話でお申し込みください。

申込先　〒 799-0497　四国中央市三島宮川 4-6-55　28-6208（直通）
　　　　四国中央市役所　保健推進課　地域医療対策室感染症対策班　宛

ご注意ください
　この申請による場合、本来の接種券発行時期を前倒ししての発行となりますので、本来の接種予約受付開始時期が

到来するまで「四国中央市コロナワクチン予約サイト」での接種予約はできません。

8 月中旬までに 12 歳以上 64 歳以下の全ての方に発送します
　予約受け付けは、ワクチン供給について、国・県に対し早期の情報提供を求め、詳
細がわかりしだい、順次開始します。詳細は、決まりしだい市ホームページ、市公式
LINE、広報紙などでお知らせします。届いた接種券は、大切に保管して下さい。

四国中央市 LINE 公式アカウント
新型コロナワクチン接種の情報をお届けします

友だち登録は

こちらから

新型コロナワクチン接種に関する

情報（市ホームページ）▶

接種券 （イメージ）
ワクチン接種がお済みの方へ

予防接種済証について
　ワクチン接種がお済みの方に対しては、予防接種済証（臨時）の欄に接種した日付、会場、使用したワクチンの Lot
ナンバーシールを貼付してお返ししています。こちらがワクチン接種がお済みであることの記録になりますので、大切
に保管をお願いします。



避難所に持っていくもの

概ね 7日分の水や食料のほかに、生活必需品、防災用品を備えておきましょう。

　また、各自の感染症対策として、マスクや手指消毒液、体温計などを持参して、発熱や咳などの症状があれば、避

難所のスタッフにすぐ伝えましょう。

ためらわず避難してください！

大事なのは、あなた自身の命を守ることです。感染症が怖いから避難所に行くのをやめるのではなく、危険が差

し迫っている場合は、すぐに安全な場所や避難所へ避難してください。

　市では、感染症対策を講じたうえで避難所を運営していますので、ためらわず避難所へ移動してください。

分散避難とは

新型コロナウイルス感染症などの感染症が流行している状況では、地域住民の全てが従来の避難所避難を実施す

ると、避難所が密な状態となり感染リスクを高めてしまい、災害による被害に加えて感染症による二次被害が拡大す

る恐れがあります。そこで、「身の安全の確保」と「感染症のリスクの低下」を両立させるため、避難先を分散して

避難していただくことを「分散避難」といいます。　

浸水のリスクがある地域や、山の斜面、倒壊した建物の近くなどの危険な場所でなければ、一時的に車の中で過

中で過ごす「車中泊」も考えられます。その場合は、定期的な運動や換気などを心がけてください。

その他の安全確保

在宅避難
　避難とは「難」を「避ける」ことです。お住まいのご自宅が安全な方は、避難所へ避難する必要はありま

せん。ご自宅の方が安全と思われる場合には、ご自宅に留まる「在宅避難」を検討しましょう。

安全な地域に住んでいる親戚や友人・知人宅なども避難先となりえます。事前に相談しておき、そちら

に避難することも検討しておきましょう。

縁故避難

避難行動
コロナ禍の

を考える
新型コロナウイルス感染症などの感染症が流行している状況では、避難所が密な状態とな

り、感染リスクを高める恐れがあります。
　危険が差し迫っている場合は、ためらわず安全な場所や避難所に早めに避難していただく
ことを大前提として、感染症のリスクを下げるために避難先を分散させる「分散避難」もご
検討ください。

ハザードマップとは、自然災害による被害が想定される範囲を地図上で示したものであり、身のまわりでどんな

災害が起こり得るのか簡単に確認できます。また、避難所なども記載しています。

　あらかじめ、自宅周辺の危険を確認し、避難できる準備をしておきましょう。　

災害が起きる前に「ハザードマップ」を確認しておきましょう！

各種ハザードマップ

（市ホームページ）▶
四国中央市 LINE 公式アカウント
警報発令など、 緊急情報をお届けします

友だち登録は

こちらから

問い合わせ 防災まちづくり推進課　28-6934　　28-6057



　

１
１
９
番
で
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落
ち
着
い
て　

正
確
な
情
報
を

消防署 消防一課消防署 消防一課

指導救命士指導救命士

宮﨑 宮﨑 桂桂
け い じけ い じ

二二　

平成 7年に消防士を拝平成 7年に消防士を拝

命。平成 19 年に救急救命。平成 19 年に救急救

命士の資格を取得。現命士の資格を取得。現

在は、指導救命士とし在は、指導救命士とし

て救急業務に携わる救て救急業務に携わる救

急隊員の育成に注力。急隊員の育成に注力。

高齢者の増加とともに、救急出動件数は増加の傾向を示しています。そのような中、消防署では
「救急車の適正な利用」を呼びかけています。救急車は、「緊急」に搬送する必要がある傷病者を、迅速
に医療機関へ搬送するための限りある資源です。一刻も早い処置・搬送により「救える命」があります。

今回の特集では、救急救命士による「救急現場の今」と救急車の利用により「救われた命」をご紹介します。
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命のリレー

さんさん

救
急
現
場
に
向
か
う
車
内
で
は
、
１
１
９
番

通
報
に
よ
り
通
信
指
令
室
の
通
信
指
令
員
が
聞

き
取
り
し
た
、
症
状
や
か
か
り
つ
け
医
、
既
往

歴
な
ど
の
情
報
を
も
と
に
、「
そ
の
人
に
は
ど

ん
な
機
材
や
処
置
が
必
要
な
の
か
」
事
前
に
搬

送
の
イ
メ
ー
ジ
や
準
備
を
し
な
が
ら
現
場
に
向

か
い
ま
す
。
容
態
が
事
前
に
分
か
っ
て
い
れ
ば
、

現
場
で
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
適
切
な
救
命
処
置
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
の
で
、
通
報
時

に
は
「
落
ち
着
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
」
正
確
な

情
報
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

救
急
車
に
は
、
救
急
救
命
士
が
１
名
乗
車
し

て
い
て
、
現
場
や
医
療
機
関
へ
の
搬
送
中
に
、

医
師
の
指
示
の
も
と
医
療
行
為
（
特
定
行
為
）

を
行
い
ま
す
。
以
前
は
、
心
肺
停
止
後
に
し
か

処
置
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
で
は
「
心

肺
停
止
に
な
る
前
の
静
脈
路
確
保
」
や
「
血
糖

値
測
定
」「
低
血
糖
発
作
の
方
へ
の
ブ
ド
ウ
糖
投

与
」
と
い
っ
た
救
命
処
置
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
症
状
の
悪
化
を
防
ぎ
な
が
ら
医
療
機
関
へ

搬
送
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
１
９
番
通
報
を
す
る
方
の
な
か
に
は
、
こ
れ

ら
の
処
置
を
一
刻
も
早
く
必
要
と
し
て
い
る
方

が
い
ま
す
。
出
動
が
重
な
り
、
現
場
へ
の
到
着

が
遅
れ
て
し
ま
う
と
助
か
る
命
も
助
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
、
今
一
度
、
救
急
車
の
適
切

な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
全

て
の
救
急
出
動
で
、
感
染
防
止
衣
や
ゴ
ー
グ
ル

な
ど
、
万
全
な
装
備
で
現
場
に
向
か
っ
て
い
ま

す
。
救
急
隊
や
、
消
防
隊
が
感
染
防
止
衣
を
着

て
い
て
も
患
者
さ
ん
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誹
謗
中
傷
や
、
興
味
本
位
で
の
撮
影
な
ど
、

心
無
い
行
動
は
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
救
急
救
命
士
の
や

り
が
い
は
、
や
は
り
「
命
を
救
う
」
こ
と
で
す
。

搬
送
し
た
方
や
ご
家
族
が
、
お
礼
を
伝
え
て
く

れ
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

▼



写真の説明
【1】救急隊と消防隊が協力し、心肺停止状
態の傷病者に薬剤投与を行う訓練【2】心
肺停止の傷病者に対し、専用の器具を使い
気道確保の救命処置を行う訓練【3】出動
指令後、感染防止衣に着替える救急救命
士【4】高機能消防指令センター通信指令
室では、24 時間 365 日、119 番通報に応答

　

命
を
救
っ
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　

判
断
に
感
謝

34

上分町上分町

石村 石村 照照
てるひさてるひさ

久久

昭和 25 年生まれ。大昭和 25 年生まれ。大

工として活躍し、椿堂工として活躍し、椿堂

のお堂や新田神社などのお堂や新田神社など

の建築工事にも携わっの建築工事にも携わっ

た。現在は、奥さんとた。現在は、奥さんと

息子さんと三人暮らし。息子さんと三人暮らし。

さんさん

　

１
年
前
の
話
に
な
り
ま
す
。
県
外
の
大
学
病

院
で
、
肺
水
腫
※
の
処
置
を
受
け
、
退
院
後
に

家
に
戻
る
と
突
然
調
子
が
悪
く
な
り
ま
し
た
。

玄
関
か
ら
５
歩
く
ら
い
歩
い
た
と
こ
ろ
で
膝
の

力
が
ス
ト
ン
と
抜
け
て
、
息
苦
し
く
な
り
、
立
っ

て
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

安
易
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
に
抵
抗
が
あ
り
、

自
分
で
病
院
ま
で
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

心
配
し
た
妻
が
救
急
車
を
呼
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

す
ぐ
に
救
急
隊
員
の
方
が
、
自
宅
ま
で
か
け
つ

け
て
く
れ
、
手
際
よ
く
容
態
観
察
を
し
、
迅
速

に
救
急
搬
送
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

か
か
り
つ
け
の
大
学
病
院
に
運
ば
れ
る
と
思

い
ま
し
た
が
、
救
急
隊
員
の
方
が
「
大
学
病
院

ま
で
は
も
た
な
い
」
と
判
断
を
し
、
最
寄
り
の

医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

酸
素
吸
入
や
薬
剤
治
療
後
、
そ
の
日
の
う
ち
に

医
師
同
伴
の
も
と
、
大
学
病
院
ま
で
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
今
思
え
ば
、
そ
の
と
き
の
救
急
隊
員
の

方
の
判
断
に
救
わ
れ
ま
し
た
し
、
妻
の
１
１
９
番

通
報
に
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
だ
け
の
判
断

で
は
、
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
と
呼
ば

れ
る
血
中
酸
素
濃
度
を
測
定
で
き
る
機
器
を
携

帯
し
て
お
り
、
自
宅
で
も
手
軽
に
肺
水
腫
の
自

覚
症
状
で
あ
る
低
酸
素
状
態
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
た
く
さ
ん
の
薬
を
服
用
し
な
が
ら
生

活
し
て
い
て
、
私
の
お
薬
手
帳
に
は
び
っ
し
り

と
薬
や
検
査
の
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
気
で
い
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
何
か
あ
っ

た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
適
切
な
処
置
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
外
出
時
に
は
、
お
薬
手
帳
を
携

帯
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
時

に
は
、
た
め
ら
わ
ず
１
１
９
番
通
報
す
る
こ
と

も
大
事
で
す
ね
。

※
肺
水
腫
…
肺
胞
内
に
液
体
成
分
が
貯
留
す
る
こ
と
で
、

酸
素
と
二
酸
化
炭
素
の
ガ
ス
交
換
が
で
き
な
く
な
り
、

全
身
の
低
酸
素
状
態
や
呼
吸
困
難
を
引
き
起
こ
す
疾
患

▼

令和 2 年、本市では 3,488 件の救急出動があ
り、20 年前の平成 12 年の救急出動件数と比
べ 935 件の増加となっています。みなさん一
人ひとりが「緊急度」（救急車を呼ぶべきかど
うか）を適切に判断し、日ごろから救急につ
いて関心を持ち、備えておくことが大切です。
次ページでは、119 番通報の応答例などを
紹介していますので、ぜひご覧ください。



救急現場やその他の災害を発見した際の通報例

　こんなことが聞かれます ※聞き取り例の一部です

□　火事？救急？

　□　救急車に来てほしい住所は？

　□　目印になる建物

　□　救急車が必要な人は、意識がありますか？

　□　その方の年齢・性別・症状（発熱）

　□　かかりつけの病院は？

　□　通報した人の名前・電話番号を教えてください。　など

　事前に確認しておきましょう

　□　緊急連絡先　　　　　　　　　　　名前 　　　　　　　　　　　続柄

　□　かかりつけ医　　　　　　　　　  病院名

　□　病院案内（市消防署の案内）　 　  28-9119　テレガイド　23-5990

　□　愛媛県子ども医療電話相談　  　♯ 8000 　　089-913-2777

　□　タクシー会社　　　　　　　　　　 A　　　　　　　　　　　　　 B

　＜準備しておくと便利です＞

□　保険証・かかりつけ医の診察券・靴・飲んでいる薬・お薬手帳・現金　など

　（子どもの場合に加えて用意したいもの）

　□　母子健康手帳・こども医療費受給者証・紙おむつ・ほ乳瓶・タオル　など

症状の「緊急度」を素早く判定！！

救急車を呼ぶ目安に「Q 助」

急な病気やけがをしたとき、
該当する症状を画面上で選択
していくと、「緊急度」に応じ
た必要な対応「いますぐ救急
車を呼びましょう」などが表
示されます。その後、119 番
通報、医療機関の検索や、受
診手段の検索（「全国タクシー
ガイド」にリンク）を行うこ
とができます。

全国版救急受診アプリ
愛称：「Q 助」
総務省消防庁ホームページから
ダウンロードができます。

　落ち着いて、ゆっくり、はっきりと。

四国中央市の救急医療体制

三次救急

二次救急

初期救急

脳卒中など特に症状の重い患者脳卒中など特に症状の重い患者

○東予救命救急センター○東予救命救急センター
　（県立新居浜病院）　（県立新居浜病院）

入院や手術が必要な症状の重い患者入院や手術が必要な症状の重い患者

○地域の中核病院が交代で担当○地域の中核病院が交代で担当
　（四国中央病院・HITO 病院・長谷川病院）　（四国中央病院・HITO 病院・長谷川病院）

比較的症状の軽い患者比較的症状の軽い患者

○四国中央市急患医療センター○四国中央市急患医療センター
○休日当番医○休日当番医

低低

高高

緊
急
度

緊
急
度

※連絡先は、P25 に掲載あり

問い合わせ先　警防課　TEL 28-6933　FAX 23-6614

１１９

    サイレンを止めることは

できません！

　夜間の通報などで「近所迷惑にな
るのでサイレンを鳴らさないで」と
言われることがよくあります。
　サイレン・赤色灯は緊急車両が一
般車両より優先的に走行するために
法令で義務付けられているため、止
めることはできません。

保険証・かかりつけ医の診察券・靴・飲んでいる薬・お薬手帳・現金　など



　消防法の改正により、 平成 23年６月から全国すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。
設置が義務付けられてから交換目安とされる 10年が経過しています。 せっかく取り付けた住宅用火災警報器も、
いざというときに正常に作動しなければ意味がありません。 定期的な点検 ・交換をお願いします。 まだ設置していな
い方は早急に設置してください。

住宅用火災警報器の点検・交換をお願いします

　消防本部予防課　28-6940

設置年月 製造年

　設置年数は、設置の時に記入した設置年月や交換期限で確認できます。記載がない場合は、製造年でおお

よその時期がわかります。住宅用火災警報器は 10年を目安に交換しましょう。

誰でも簡単！住宅用火災警報器の交換期限の判断基準

誰でも簡単！住宅用火災警報器の点検手順
　本体のボタンを押す、または付属の紐を引きます。正常な場合、正常を知らせる音声や警報音が鳴ります。

ピピ、ピーピーピー
火事です

正常な場合 音が鳴らない場合

・・・・

※音声や警報音は製品に
より異なります

電池切れか本体の故障です。
取扱説明書をご覧ください。

本体のボタンを押す 付属の紐を引く

予防課　高橋強史さん

いざという時に頼れる住宅用火災警報器、 未設置の方は設置をお願いします！ 

○てんぷらを揚げているのに、火を消さずその場を離れてしまった…
○タバコの火が座布団に落ちたのに、気づかなかった…
○家族全員が寝ている夜中、放火された…
こんなとき、住宅用火災警報器がすぐに火災を警報音でお知らせ！
初期消火や素早い避難につながります。

※平成 29 年から令和元年の火災報告から集計住宅用火災警報器の効果に注目してください！
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死者数
 半減！

焼損床面積

 半減！
損害額

 　40%減！

少なくとも年２回は点検しましょう！
春と秋の火災予防運動の時期に点検する習慣をつけると忘れません。 

点検して反応がない場合は、すぐに交換してください。
電池切れや電子部品不良などの可能性がありますので、設置から 10年以上経過した
ものも交換をお願いします。また、交換の際は、住宅全体の火災を感知できる無線
連動型など、より高性能な機器の設置を検討してください。予防課　宮﨑圭史さん

詳しくは、市ホームページ

をご覧ください ▶



本市では次のような取り組みを行い、 医療費及び保険料負担の抑制に努めています。

　　○特定健診 ・ 保健指導の受診勧奨、 生活習慣病重症化予防
　　○第 2 期データヘルス計画
　　　 （データ分析による健康課題 ・ 保健指導対象者の明確化、 効率的 ・ 効果的な保健指導の実施など）
　　○ジェネリック医薬品の利用促進
　　　 （7 月に郵送した国民健康保険料納入通知書に希望シールを同封しています）

新型コロナウイルス感染症の影響

被保険者の高齢化

医療の高度化　　など

保険料収入の減少

給付費の増大

単年度収支の悪化

　　国民健康保険 （国保） は、 病気やけがをしたときに安心して医療を受けられる
よう、 被保険者の皆さまが保険料を出し合って、 互いに助け合う制度ですが、 保
険料だけでは必要な医療費を賄えないため、 国 ・ 県 ・ 市からの公費と被用者保険
からの拠出金などで不足分を補いながら、 都道府県と市町村が協力して運営して
います。
　　さらに近年では、 高齢化や医療の高度化などに伴い、 医療費が高額化し、 厳し
い財政運営を続けています。 このことは、 本市も例外ではなく、 令和 2 年度の
決算見込みは、 単年度収支で約 7,000 万円の赤字となっています。
　　本来であれば、 令和 3 年度の保険料は、 一人あたり約 2 万円ほどの引き上げ
が必要な状況ですが、 コロナ禍の影響を受けている被保険者の皆さまへの配慮と

して、 財政調整基金などを活用し、 保険料率は据え置く保険料率は据え置くこととしました。

四国中央市の四国中央市の

国保医療課　国民健康保険係　28-6020問

国保財政国保財政が危機的状況危機的状況です！

令和 2年度の一人あたり医療費の比較 （ひと月） 令和 2年度国民健康保険特別会計決算 （見込） の概要

　医療費抑制のための本市の取り組み　

諸支出金など諸支出金など
約 3 億円約 3 億円

県に収める納付金県に収める納付金
約 22.4 億円約 22.4 億円

増加する医療費は、
国民健康保険料の収入などだけでは
賄えていないのが現状です

歳入
約 88.9 億円

国 ・ 県の補助金など国 ・ 県の補助金など
約 74.3 億円約 74.3 億円

保険料  約 14.6 億円 医療費  約 64.2 億円

　特定健診の受診など、ご自身の健康管理と病気の早期発見・早期治療を心がけ
てください。医療費を抑制し、保険料負担を少しでも軽減させるため、ぜひ、被医療費を抑制し、保険料負担を少しでも軽減させるため、ぜひ、被
保険者の皆さまのご協力をお願いします。保険者の皆さまのご協力をお願いします。

歳出
約 89.6 億円

単年度収支　　▲ 0.7 億円
※前年度繰越金除く
※端数調整しています

本市の医療費は国 ・ 県平均と比較して高く、
県下 （市部） で最も高い数値となっています

国平均 県平均 四国中央市四国中央市

25,374 円

29,458 円

33,296 円33,296 円

約 1.3 倍

【令和 2 年度国保データベースシステムからの数値】

約 1.1 倍



■申込方法

　受講料を持参し、伊予三島運動公園体育館または川之江体育館の窓口でお申し込みください。電話予約も可能です。
電話予約の場合は、後日受講料を窓口までご持参ください。先着順ですのでお早めにお申し込みください。
※キャンセルの場合は返金できませんので、あらかじめご了承ください
※火曜日（休館日）を除き、土・日・祝日も受付可
※新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、日程などが変更になる場合があります

8/25（水）8：30～受付開始 !!
スポーツ教室第2期

曜日 教室名 講師 対象 ・定員 場所 日時 受講料

月

かんたんストレッチ
全身を気持ちよく伸ばして

スッキリとした1日のスタートを

伊藤沙妃
（スポーツ協会）

一般
30 名

川之江
体育館

9/27 ～ 12/13
10：00～ 11：00

全 12 回
3,500 円

初めての筋トレ
マシンの正しい使い方や、

個人に合わせたメニューを提案

井川方
まさのり

典
（スポーツ協会）

一般
10 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/27 ～ 12/6
（11/15 を除く）
13：30 ～ 14：30

全 10 回

3,000 円

ウォーク＆ストレッチ
ノルディックウォークで全身運動後、

ケアポールで体をほぐしましょう

横内尚子
（スポーツ協会）

一般
10 名

伊予三島
運動公園

9/27 ～ 12/13
15：00 ～ 16：15

全 12 回
3,500 円

水

初心者
テニスサークル

テニスで汗を流しましょう

井川方
まさのり

典
横内尚子

（スポーツ協会）

一般
20 名

伊予三島
運動公園

テニスコート

9/15 ～ 12/1
（11/3・24 を除く）
10：00 ～ 11：30

全 10 回

3,000 円

初級ヨガ
（午前コース）
初心者向けの教室です

宮本由美子
（国際ヨガ協会）

一般
35 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/15 ～ 12/15
（11/3・24 を除く）
10：30 ～ 12：00

全 12 回

6,000 円

初級ヨガ
（午後コース）
初心者向けの教室です

宮本由美子
（国際ヨガ協会）

一般
35 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/15 ～ 12/15
（11/3・24 を除く）
13：30 ～ 15：00

全 12 回

6,000 円

木

シェイプアップ教室
お子さま連れOK

女性限定教室です

三好陽子
（インストラクター）

一般女性
30 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/16 ～ 12/16
（9/23・10/14を除く）

10：00 ～ 11：30
全 12 回

3,500 円

初心者
卓球サークル

卓球で楽しく体を動かしましょう

菊池　亮
岡田静江

（スポーツ協会）

一般
20 名

川之江
体育館

9/16 ～ 12/9
（9/23 を除く）
13：30 ～ 15：00

全 12 回

3,500 円

中級ヨガ
ヨガ経験者向けの教室です

宮本由美子
（国際ヨガ協会）

一般
35 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/16 ～ 12/16
（9/23 を除く）
13：30 ～ 15：00

全 13 回

6,500 円

金

ココロ・カラダ
すっきりストレッチ
ストレッチで血流UPし、深い

呼吸で自立神経を整えましょう

伊藤沙妃
（スポーツ協会）

一般
30 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/17 ～ 12/17
（12/3・10 を除く）

9：00 ～ 10：00
全 12 回

3,500 円

ボクサ＆コアトレ
汗を流してストレス発散し、

体を引き締めましょう

神山俊生
（エリエールスポーツクラブ）

一般
40 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/17 ～ 12/17
10：30 ～ 11：30

全 14 回
5,500 円

アーナンダ ヨガ
ゆっくりとした動きで心と身体、

呼吸のバランスを整える教室

櫻井裕美
（エリエールスポーツクラブ）

一般
40 名

伊予三島
運動公園
体育館

10/1 ～ 12/17
13：30 ～ 14：30

全 12 回
4,500 円

サーキット
トレーニング

有酸素運動と筋トレを組み合わせて

効率よく脂肪を燃焼しましょう

高橋　宏
（スポーツ協会）

一般
20 名

伊予三島
運動公園
体育館

9/17 ～ 12/10
（10/22 を除く）
15：30 ～ 16：30

全 12 回

3,500 円

問い合わせ先

市スポーツ協会事務局
（伊予三島運動公園体育館内）
28-6071（火曜日休館）



三島高校柔道部が
全国高校総体・四国大会に出場！6/17

　県高校総合体育会柔道競技において、三島高校柔道

部の宮崎新
あ ら た

大さん、長谷川柚
ゆ ず き

妃さんが個人戦でそれぞ

れ優勝を果たし、全国高校総体並びに四国大会の出場

権を獲得しました。また土肥大
た い が

雅さん、藤本夕
ゆ う や

椰さん、

清水湧
ゆ う き

貴さんが３位入賞し、四国大会へ出場しました。

　公開授業は、新宮小学校の 6 年生と市内小学校の

6 年生を対象に、愛媛大学紙産業イノベーションセン

ター長の内村浩美教授による「新たな紙製品開発の可

能性」という演題のもと、紙の機能や可能性について、

実験を取り入れながら授業が行われました。

新宮小・中学校で公開授業6/21

川之江先輩塾

　川之江高校の卒業生や地域の方などで構成される有

志のグループが、若い世代の方々に対して学びの場を

提供する事業で、平成 28 年から毎年数回、川之江高校

で開催されています。講義では 5 名の先輩が講師とな

り、仕事のやりがいなどを伝えていました。

6/15

　富郷町寒川山の畑で、毎年 11 月 23 日に皇居で行わ

れる宮中行事「新嘗祭」に精粟を献穀するための「播

種式」が行われました。献穀者の合田　清さんは「宮

中に献穀できることは無上の光栄です。収穫まで精一

杯頑張ります」と話しました。

宮中新
に い な め さ い

嘗祭献穀粟播種式6/16

　しこちゅ～ホールで行われたボランティアグループ

「わおん～♪」による演奏会では、コロナ禍で外出など

が制限されるなか、少しでも旅行気分を味わってもら

いたいと、旅をテーマにした楽曲が多く演奏され、会

場内に美しい音色が響き渡りました。

月待ちこんさーと♪
～和楽器の調べと共に～6/25

　FC 今治対 AC 長野パルセイロ戦が、ありがとうサー

ビス・夢スタジアム（今治市）で開催されました。会

場では、本市観光ブースでの特産品 PR や両チームへの

記念品贈呈が行われたほか、本市のサッカー少年らが

ボールパーソンなどを務め、試合を盛り上げました。

FC 今治あったかしこちゅ～デイ6/5



四国中央市長

篠 原  実

第 21 回四国高等学校演劇祭

　川之江高等学校のほか徳島市立高等学校、香川県立

高松工芸高等学校の 3 校が出場し、日頃の練習の成果

を披露しました。舞台上で繰り広げられる生徒たちの

堂々とした演技に、会場を訪れた多くの観客は惜しみ

ない拍手を送っていました。

7/11

　市役所で職場体験をした石岡千
ち な つ

夏さん（三島南中 2

年）、髙橋来
ら い た

太さん、矢野柚
ゆ ず は

葉さん（三島西中 2 年）、

田邊雄
ゆうしん

心さん（三島東中 2 年）が、えひめ国体の際に

市内で民泊をしていたフェンシング選手のオリンピッ

ク出場を応援するポスターを制作しました。

職場体験の中学生がポスター制作7/2

伊予三島リトルシニアが
第 49 回日本選手権大会に出場！

　四国ブロック大会で優勝した選手らが全国大会へ出

場することを報告するため、市長を表敬訪問しました。

主将の大西利
り く

来さん（土居中 3 年）は「一戦一戦を大

切に、四国の代表として精一杯頑張りたいです」と力

強く話しました。

7/5
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
あ
る
限
り
、
本

市
全
庁
体
制
で
、
一
人
で
も
多
く
、
一
日
で
も
早
く
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
各
自
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

克
服
の
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
あ
る
月
刊
誌
に
、
朝
の
誓
い
と
い
う
の
が
あ
り
、「
今

日
一
日
、
人
の
悪
を
い
わ
ず
、
己
の
善
を
語
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
そ
の

言
葉
を
思
い
入
れ
、
心
入
れ
替
え
、
心
新
た
に
し
て
、

仕
事
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。

　
梅
雨
も
明
け
そ
う
で
明
け
な
い
。
か
あ
あ
っ
と
く
る

太
陽
が
、
で
も
も
う
そ
こ
に
来
て
い
る
。

　
元
気
出
し
て
頑
張
ろ
う
！

み
な
さ
ん
、
元
気
出
し
て
頑
張
ろ
う
！

　ユーホールで行われた講座では、宮沢賢治の童話「セ

ロ弾きのゴーシュ」が山崎伸子さんのチェロ、寺嶋陸

也さんのピアノ、青木玲奈さんの語り・歌により作品

の世界が表現されました。来場者は「作品を深く味わ

うことができました」と話しました。

第 126 回ふれあい大学講座

「音と語りで楽しむ　セロ弾きのゴーシュ」7/3



ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報ＥＶＥＮＴ情報
出かけてみませんか 内容 対象者

参加費

講師

定員 持参品

募集期限・期間 申込方法・申込先

ファクス問い合わせ先備考

〇新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、発熱・せきなどの症状がある
　方は、イベントへの参加をお控えください。

〇イベントへの参加の際は、マスクの着用など、感染症予防対策をお願いします。

〇状況により、イベントの中止や規模を縮小する場合があります。

【開館時間】9：00～ 16：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日〔8/10（火）〕　28-6257

夏休み手漉き体験特別月間

8/1（日）～ 8/31（火）の期間中は毎日実施します（休

館日を除く）。13：00 ～ 16：00（受付 15：30 まで）

紙のまち資料館の催し

友の会先行販売

8/25（水）10：00 ～しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
一般前売り販売

9/ 1（水）～しこちゅ～ホール（市民文化ホール）、ユー
ホール（土居文化会館）、明屋書店川之江店、ミュージッ
クセンターオオサカヤ川之江店、フジグラン川之江、観
音寺ハイスタッフホール
一般プレイガイド販売

ローソンチケット（Lコード：61707）

優秀映画鑑賞推進事業

溝口健二が描く女性たち・残酷と美学

10/3（日） しこちゅ～ホール（市民文化ホール）大ホール

世界に名立たる巨匠・溝口健二監督の傑作 4 作品を 35
ミリフィルムで上映します！
①浪華悲歌　 　 9：30 ～（ 9：00 開場）
②西鶴一代女　 11：30 ～（11：00 開場）
③雨月物語　 　14：30 ～（14：00 開場）
④山椒大夫　 　17：00 ～（16：30 開場）
1作品 400 円（当日 500 円）
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）59-4510

YAMAZIKAZE （ヤマジカゼ）MUSIC FES 2021

IN SHIKOCHU HALL

DAY2 ROCK NIGHT 

8/29（日） 15：00 ～（14：30 開場）　

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）小ホール

出演者 ガガガ SP/ 古墳シスターズ /ライヒ /暴レ猿 /楓
2,000 円（当日 2,500 円）

DAY1 ROCK NIGHT 

8/28（土） 13：00 ～（12：30 開場）　

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）小ホール

2,000 円（当日 2,500 円）
出演者 Cubic/RED FOX/Volks/L（エル）/モンキーバナナ

第 2 回「ピアノリレーコンサート」出演者募集 
要申込・要申込・無料無料

9/12（日 )9：00 ～ 17：00

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）大ホール

しこちゅ～ホールのフルコンサートグランドピアノ
（ヤマハ CFX、スタインウェイピアノ D-274）を演奏し
てみませんか！
ピアノを演奏できる個人、またはピアノ奏者を含むグ
ループ（5名以内）
8/25（水）まで（必着）
申込書に必要事項を記入のうえ、郵送または直接しこ
ちゅ～ホールへ提出してください。

　しこちゅ～ホール（市民文化ホール）59-4510

※詳しくは、しこちゅ～ホールのホームページ
をご覧いただくか、お問い合わせください

8/29( 日 )14：00 ～ 15：00　三島図書館 2階

レッツ・リード・イングリッシュ
無料・要申込無料・要申込

体を動かして、歌・読み聞かせを楽しもう！
3歳～小学校 3年生
5組程度
8/26（木）まで
ダニエル・クルーズ（市 CIR)
　市国際交流協会（地域振興課内）28-6014

ヤマジカゼミュージックフェス実行委員会　090-1007-5150
しこちゅ～ホール（市民文化ホール）59-4510

DAY3 JAZZ FESTIVAL

9/5（日） 14：30 ～（14：00 開場）　

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）大ホール

出演者　臼井優子 ( 四国中央市出身）/ 栗田敬子トリオ /
Crash Jazz Orchestra

3,000 円（当日 3,500 円）
友の会会員 2,700 円（当日 3,200 円）
高校生以下 1,500 円（当日 2,000 円）

友の会先行販売

8/ 4（水） 10：00 ～しこちゅ～ホール（市民文化ホール）
一般前売り販売

8/11（水）～しこちゅ～ホール（市民文化ホール）、ユー
ホール（土居文化会館）、明屋書店川之江店、ミュージッ
クセンターオオサカヤ川之江店、フジグラン川之江、観
音寺ハイスタッフホール
一般プレイガイド販売

ローソンチケット（Lコード：61947）
※日程によって、チケット販売店舗が異なりま
す。詳しくは、しこちゅ～ホールのホームペー
ジをご覧いただくか、お問い合わせください



〒 790-0497

四国中央市三島宮川 4-6-55
四国中央市教育委員会
四国中央ふれあい大学　宛

往信オモテ 返信ウラ

※何も書かない
　でください

抽選結果を印刷して
ご返送します。

返信オモテ 往信ウラ

〇〇〇-〇〇〇〇

申込者の

　郵便番号

　住所

　氏名

①氏名

②住所

③電話番号

④希望枚数※最大２枚
（車いす席希望の場合
はその旨）

※未就学児入場不可
※応募は一人１枚のみ
※応募多数の場合は抽選のうえ、当
選者には引換券を、落選者にはその
旨の通知をお送りします
※詳しくは、お問い合わせください
　　四国中央ふれあい大学事務局

（文化・スポーツ振興課内）28-6043

11/13( 土 )17：00 ～（開場 16：30）

暁雨館

100 名（事前抽選制）
8/31（火）まで（消印有効）
郵便往復はがき（私製はがきを除
く）にてお申し込みください。
5,000 円

第 127 回四国中央ふれあい大学講座

加藤登紀子トーク＆ライブ

【開館時間】10：00～ 17：00

72-3111

夏休み特別企画「世界の昆虫展」

8/31（火）まで

霧の森ふれあい館ギャラリー

世界の珍しいカブトムシ、クワガ
タ大集合！虫当てクイズも！

霧の森ギャラリー展

入場無料入場無料

歴史考古博物館

-高原ミュージアム -の催し
無料無料

【開館時間】9：00～ 17：00

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

28-6260

土器洗い体験

8/7（土）、8/21（土）10：00 ～ 11：00

市内の遺跡から出土した本物の土
器の洗浄作業を体験できます。
20名程度（小学生以下は保護者同伴）
各回とも前日まで

企画展「カタチが変わる - 型式学

の世界 -」

11/14（日）まで

〔8/17（火）と 10/5（火）に展示を

一部更新予定〕

9：00 ～ 17：00（最終入館 16：30）

1,500 円（当日 2,000 円）、高校生
以下 1,000 円（当日 1,500 円）

ユーホール
（土居文化会館）
28-6353

10/31（日） 16：00 ～（開場 15：15）

ユーホール（土居文化会館）

宝くじ文化公演

EBIKEN THE ENTERTAINMENT

出演者　蛯名健一（EBIKEN)
※宝くじの助成により特別料金と
なっています
※全席指定
※未就学児入場不可
前売り販売

8/17（火）～ユーホール（土居文化
会館）、地域振興課（市役所 3階）
8/18（水）～しこちゅ～ホール（市
民文化ホール）

9/18（土） 13：30 ～（開場 12：45）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

大ホール

古舘伊知郎

トーキングブルース 2021

初の全国ツアー開催！衝撃の喋り
を目撃せよ！
5,000 円（当日 5,500 円）

Four-C 事務局
74-3618

※全席指定

前売り販売

販売中　しこちゅ～ホール（市民文
化ホール）、Four-C 事務局、チケッ
トぴあ、明屋書店川之江店、観音
寺ハイスタッフホール

四国中央市民吹奏楽団

第 30 回定期演奏会

8/22( 日 )14：00 ～（13：30 開場）

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

大ホール

500 円（中学生以下無料）※当日
券あり
　四国中央市民吹奏楽団（平田）
070-8423-1812

ゲスト　三島東中学校吹奏楽部
司  会　らくさぶろう

観月会　　要申込・要申込・無料無料

9/21（火）・9/22（水）

暁雨館（開場 17：10　閉場 20：15）

※事前申込者以外入場できません

お茶席（要申込）18：00～ 20：00
21 日、22 日：石川宗英社中
各日 40 名（抽選）
演奏会（要申込）
21 日：19：00 ～ 19：40
篠笛の調べ～心呼吸で奏でる笛の
音～（阿部一成さん）
22 日：19：30 ～ 20：00
口笛コンサート（田所　敦さん）
各日 50 名（抽選） 
8/29（日）まで（1団体 3名まで）
　暁雨館　28-6325

10：00 ～ 11：00

とき ところ 内容・対象

 9/ 2（木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

 9/ 7（火）金生公民館 0歳児主体

 9/14（火）川之江図書館 おはなし主体

 9/22（水）川之江体育館 自由遊び主体

親子ふれあいあそび
無料・無料・要申込要申込

　体操や手遊び、育児相談
　8/25（水）9：00 ～（定員あり）
　　乳児保育所こども村　56-1310
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第
34
回
湖
水
ま
つ
り
延
期
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
８
月
上
旬
に
予
定
し
て

い
た
「
第
34
回
湖
水
ま
つ
り
」
は
延
期
と
な

り
ま
し
た
。
次
回
開
催
は
、
令
和
４
年
８
月

６
日
（
土
）、
場
所
は
「
て
ら
の
湖
畔
広
場
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

湖
水
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
水
道

総
務
課
内
）　

28
・
６
４
５
２　

28
・
６
４
６
２

　

敬
老
会
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
今
年
度
は
参
加
者
を
表
彰

者
の
み
と
し
、
会
場
を
変
更
し
た
う
え
で
合

同
開
催
し
ま
す
。
対
象
者
へ
は
別
途
案
内
状

を
郵
送
し
ま
す
。

川
之
江
・
新
宮
地
域

　

９
月
４
日
（
土
）
10
時
～
11
時
30
分

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

三
島
地
域

　

９
月
４
日
（
土
）
14
時
～
15
時
30
分

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

土
居
地
域

　

９
月
12
日
（
日
）
10
時
～
11
時
30
分

　

ユ
ー
ホ
ー
ル
（
土
居
文
化
会
館
）

　

高
齢
介
護
課　

28
・
６
０
２
４

28
・
６
０
５
９

　

成
人
式
を
生
中
継
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
成
人
式
に
参
加
で
き
な
い
方
や
、
新
成

人
の
ご
親
族
の
皆
さ
ま
な
ど
に
成
人
式
の
模

様
を
お
届
け
す
る
た
め
、
地
域
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
局
「
四
国
中
央
テ
レ
ビ
」
の
ご
協
力

に
よ
り
、
当
日
の
様
子
を
生
中
継
し
ま
す
。

　

８
月
14
日
（
土
）

第
１
部

11
時
～
（
川
之
江
・
新
宮
地
域
）

第
２
部

14
時
～
（
三
島
・
土
居
地
域
）

生
涯
学
習
課　

28
・
６
０
４
６

28
・
６
０
６
０

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
関
す
る
こ
と

　

四
国
中
央
テ
レ
ビ　

24
・
０
１
３
０

　

平
成
29
年
７
月
に
副
市
長
を
拝
命
し
、
篠
原
市
長
の
も
と
、
市
民
福

祉
の
向
上
と
市
政
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
在
任
中

は
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

と
貴
重
な
時
間
を
共
有
で
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
本
市
の
限
り
な
い
発
展
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

【
在
任
期
間
】

　

平
成
29
年
７
月
１
日
～
令
和
３
年
６
月
30
日

　

こ
の
度
、
副
市
長
を
拝
命
し
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
が
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

篠
原
市
長
を
全
力
で
支
え
、
誇
る
べ
き
四
国
中
央
市
の
更
な
る
発
展
に
、

誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
任
期
】

　

令
和
３
年
７
月
１
日
～
令
和
７
年
６
月
30
日

【
略
歴
】

　

昭
和
62
年
４
月
に
旧
伊
予
三
島
市
役
所
入
庁
。
合
併
後
、
四
国
中
央

　

市
役
所
総
務
調
整
課
長
を
務
め
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
財
政
課
長
。

　

令
和
３
年
７
月
、
副
市
長
就
任

新副市長

髙
た か は し

橋 誠
まこと

前副市長

坂
さ か う え ひ で き

上秀樹

副市長退任 ・就任のお知らせ副市長退任 ・就任のお知らせ

坂上秀樹副市長が 6 月 30 日付で退任し、 髙橋誠副市長が 7 月 1 日付で就任しました。



く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
の
受
け
付
け
は
８
月
中
の
予

定
で
、
受
給
資
格
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
課　

28
・
６
０
２
７　

28
・
６
０
３
１

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

28
・
６
１
７
２

　

川
之
江
福
祉
窓
口　

28
・
６
１
８
２

28
・
６
２
４
５

　

土
居
福
祉
窓
口　

28
・
６
３
２
１

28
・
６
３
９
１

　

新
宮
福
祉
窓
口　

28
・
６
４
０
３

28
・
６
４
０
５

　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動

　

全
国
強
調
月
間
で
す

　

領
土
問
題
は
、
国
家
及
び
国
民
に
と
っ
て

基
本
的
な
問
題
で
あ
り
、
日
露
関
係
の
安
定

化
に
は
北
方
領
土
問
題
の
解
決
が
不
可
欠
で

す
。
ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
返
還
交
渉
は
長

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
進
展
が

み
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

一
日
も
早
い
北
方
領
土
の
返
還
を
実
現
す

る
た
め
、
北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
関
心

と
理
解
を
よ
り
一
層
深

め
、
全
国
的
な
北
方
領

土
返
還
運
動
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

　

総
務
調
整
課　
　
　

28
・
６
０
０
２

28
・
６
０
５
６

　

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

聖
火
ビ
ジ
ッ
ト
に
よ
る
展
示
会

　

愛
媛
県
で
は
、
８
月
12
日
（
木
）
～
15
日

（
日
）
の
間
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
実
施
さ
れ
、
聖
火
が
県
内
を

巡
り
ま
す
。
本
市
で
は
次
の
と
お
り
聖
火
ビ

ジ
ッ
ト
（
東
予
の
火
）
と
し
て
聖
火
が
展
示

さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

８
月
13
日
（
金
）
14
時
～
15
時

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

28
・
６
０
４
３

28
・
６
０
６
０

　

第
14
回
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子

　

園
の
作
品
を
展
示
し
ま
す

　

第
14
回
大
会
26
作
品
を
次
の
と
お
り
展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

８
月
６
日
（
金
）
～
26
日
（
木
）

　

市
内
公
共
施
設
な
ど

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い

　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
実
行
委
員

会
事
務
局
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

28
・
６
０
３
７　
　

28
・
６
０
６
０

　

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

～
国
保
医
療
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

【
高
額
療
養
費
の
支
給
】

　

病
気
や
け
が
で
病
院
に
か
か
り
、
１
か
月

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
世
帯
の
限
度
額

を
超
え
た
と
き
は
、
申
請
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
れ
ば
超
過
分
が
後
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
該

当
世
帯
に
は
、
診
療
月
か
ら
約
３
か
月
後
に
、

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
高
額
療
養
費
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
（
は

　

が
き
）

○
保
険
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費
領
収
書

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
認
め
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

○
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

【
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
ご
存
知
で
す

か
？
】

　

一
つ
の
医
療
機
関
で
の
１
か
月
ご
と
の
支

払
い
が
、
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
が
わ
か
る

場
合
（
入
院
と
外
来
は
別
計
算
）、
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
を
医
療
機
関
に
支
払
い
、
高

額
療
養
費
分
は
国
保
か
ら
直
接
医
療
機
関
に

支
払
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
適

用
を
受
け
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
し
、

交
付
さ
れ
た
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
70
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方
に
つ
い
て
は
、
課
税
世
帯
の
現
役
並
み

所
得
者
（
Ⅰ
、
Ⅱ
）
と
非
課
税
世
帯
の
み
認

定
証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
国
保
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
に
は
利
用
で

き
ま
せ
ん

申
請
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

○
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
な
ど
）

○
委
任
状
（
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
を
す
る

　

場
合
）

○
医
療
費
領
収
書
（
非
課
税
世
帯
で
過
去
１

　

年
間
に
91
日
以
上
入
院
さ
れ
た
方
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

　

各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

国
保
医
療
課　

国
民
健
康
保
険
係

28
・
６
０
２
０　
　

28
・
６
０
５
８

　

各
種
手
当
の
現
況
届

　

所
得
状
況
届
が
必
要
で
す

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
経

過
的
福
祉
手
当
の
対
象
者
は
、
支
給
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
年
１
回
８
月
に
現
況
届
ま

た
は
所
得
状
況
届
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
出

を
し
な
い
と
８
月
分
（
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
は
11
月
分
）
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

北海道

国
くなしり

後島

択
えとろふ

捉島

歯
はぼまい

舞群島

色
しこたん

丹島

北方四島



し
こ
ち
ゅ
～
２
０
２
１
プ
レ
ミ
ア
ム
付

　

商
品
券　

好
評
発
売
中
！

　

３
千
円
で
５
千
円
分
の
商
品
券
（
２
千
円

の
プ
レ
ミ
ア
ム
）
が
好
評
発
売
中
で
す
。
商

品
券
は
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
内
の
飲
食

店
や
小
売
店
な
ど
約
４
０
０
店
舗
で
利
用
で

き
ま
す
。

　

購
入
引
換
券
（
は
が
き
）
を
持
参
の
う
え
、

お
近
く
の
指
定
販
売
所
で
ぜ
ひ
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

販
売
期
間

12
月
20
日
（
月
）
ま
で

使
用
期
限

令
和
４
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

　

産
業
支
援
課　

28
・
６
１
８
６

28
・
６
２
４
２

※
１
事
業
所
に
つ
き
、
申
請
は
１
回
限
り

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
う
え
必
要
事
項
を
記
入
し
、
12
月

31
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
消
印
有
効
）

　
　

産
業
支
援
課　

28
・
６
１
８
６

〒
７
９
９
・
０
４
９
７　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

28
・
６
２
４
２

　

国
民
年
金
「
付
加
保
険
料
」

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
が
、
定
額
保
険
料
に
加
え
て
付
加

保
険
料
を
納
め
る
と
、
亡
く
な
る
ま
で
老
齢

基
礎
年
金
と
合
わ
せ
て
付
加
年
金
を
受
け
取

れ
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
や
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

付
加
保
険
料　

月
額
４
０
０
円

付
加
年
金
受
給
額
（
年
額
）

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

【
例
】
保
険
料
を
１
年
間
（
12
か
月
）
納
め

た
場
合
、
保
険
料
は
４
８
０
０
円
、
受
給
額

は
２
４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
毎
年
受
け
取

れ
ま
す
の
で
、
２
年
間
受
け
取
る
と
支
払
っ

た
保
険
料
と
同
額
に
な
り
、
３
年
目
以
降
は

お
得
に
な
り
ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の

○
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

な
ど
）

○
年
金
手
帳

※
代
理
の
場
合
は
右
記
の
も
の
に
加
え
、
委

任
状
と
代
理
の
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　

各
窓
口
セ
ン
タ
ー

　

新
居
浜
年
金
事
務
所

　

０
８
９
７
・
35
・
１
３
０
０

　

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
（
年
金
担
当
）

28
・
６
０
１
８　
　

28
・
６
１
２
８

　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

中
止
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
「
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
」
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
中
止
し
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
90
日
を
経

過
し
た
犬
は
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ

け
や
最
寄
り
の
動
物
病
院
に
注
射
料
金
や
診

察
時
間
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
狂
犬
病

予
防
注
射
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
案
内
は
が
き
が
届
い
て
い
る
方
は
、
注
射

の
際
に
必
ず
は
が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

生
活
環
境
課　

衛
生
係

28
・
６
１
４
５　
　

28
・
６
０
５
９

え
ひ
め
版
応
援
金
（
県
・
市
連
携
事
業
）

　

の
ご
案
内

　

感
染
症
拡
大
に
伴
う
飲
食
店
の
営
業
時
間

短
縮
や
不
要
不
急
の
外
出
・
移
動
の
自
粛
な

ど
に
よ
り
、
事
業
収
入
（
売
上
）
が
大
き
く

減
少
す
る
中
、
感
染
拡
大
を
予
防
し
な
が
ら

事
業
継
続
に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
等
を
支

援
す
る
た
め
、
応
援
金
を
給
付
し
ま
す
。

　

市
内
に
本
店
が
あ
る
中
小
企
業
、
市
内
在

住
の
個
人
事
業
主
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方※
会
社
以
外
の
法
人
も
広
く
対
象
と
な
り
ま

す
（
医
療
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
）

○
令
和
３
年
４
月
８
日
時
点
で
事
業
を
開
始

し
て
お
り
、
５
月
１
日
時
点
に
お
い
て
市

　

内
在
住
の
方

○
令
和
３
年
１
月
か
ら
５
月
ま
で
の
任
意
の

月
の
売
上
が
前
年
ま
た
は
前
々
年
同
月

　

（
比
較
対
象
月
）
と
比
較
し
て
30
％
以
上

　

減
少
し
て
い
る
。

○
比
較
対
象
月
を
含
む
年
間
売
上
が
、
法
人

２
４
０
万
円
以
上
、
個
人
事
業
主
１
２
０

　

万
円
以
上

○
効
果
が
持
続
す
る
形
で
感
染
対
策
に
取
り

　

組
ん
で
い
る
。

○
応
援
金
の
給
付
を
受
け
た
後
に
も
事
業
を

　

継
続
す
る
意
思
が
あ
る
。

※
市
の
各
種
支
援
金
受
給
者
も
対
象
と
な
り

ま
す
（
営
業
時
間
短
縮
等
協
力
金
と
の
併
給

は
不
可
）

給
付
額　

法
人
20
万
円

　
　
　
　

個
人
事
業
主
10
万
円

　

８
月
16
日
（
月
）
の

　

ご
み
の
収
集
は
お
休
み
で
す

　

お
盆
期
間
中
の
ご
み
収
集
休
業
日
は
、
８

月
16
日
（
月
）
で
す
。
休
業
日
に
は
ご
み
を

出
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
通
常
ど
お
り
受

け
入
れ
し
て
い
ま
す

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

28
・
６
０
１
５　
　

28
・
６
０
５
９



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
生
活
に
困
窮
す
る
世
帯
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
総
合
支
援
資
金
の
再
貸
付
が

終
了
す
る
な
ど
に
よ
り
、
特
例
貸
付
を
利
用

で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
就
労
に
よ
る
自

立
や
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
円
滑
に
生
活

保
護
の
受
給
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
緊
急
小
口
資
金

等
の
特
例
貸
付
の
総
合
支
援
資
金
の
再
貸
付

を
８
月
ま
で
に
借
り
終
わ
る
世
帯
な
ど

※
８
月
ま
で
に
再
貸
付
が
終
了
す
る
方
に

は
、
申
請
書
な
ど
の
書
類
を
送
付
し
ま
す

　

８
月
31
日
（
火
）
消
印
有
効　

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
郵
送
ま

た
は
生
活
福
祉
課
・
各
福
祉
窓
口
へ
提
出

　
　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

〒
７
９
９
・
０
４
９
７　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

28
・
６
１
７
２

　

予
防
課　

28
・
６
９
３
７

23
・
６
６
１
４

　

集
会
所
な
ど
の
整
備
に
使
え
る

　

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　

集
会
所
な
ど
は
、
地
域
住
民
の
生
活
に
密

接
に
関
係
し
て
お
り
、
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
で
す
。
本
市
で
は
、
集
会
所
の

新
築
、
増
築
、
改
修
な
ど
に
対
し
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
令
和

４
年
度
に
集
会
所
の
改
修
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
自
治
会
な
ど
で
、
補
助
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

10
月
29
日
（
金
）
ま
で　

注
意
事
項

○
事
前
着
工
し
た
場
合
は
、
補
助
を
受
け
る

　

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

○
改
修
事
業
な
ど
の
補
助
を
受
け
た
施
設
は
、

　

施
設
に
著
し
く
影
響
を
及
ぼ
す
緊
急
の
場

　

合
を
除
き
、
当
該
年
度
以
降
、
原
則
５
年

間
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

長
期
的
な
改
修
計
画
を
立
て
、
日
頃
か
ら

　

の
適
切
な
維
持
・
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
建
物
火
災
保
険
の
加
入
状
況
を
確
認
し
、

加
入
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
対
象
や
補
助
率
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

28
・
６
０
５
７

　

消
火
器
の
破
裂
事
故
が

　

発
生
し
て
い
ま
す

　

全
国
で
は
、
火
災
の
際
に
使
用
し
た
点
検

未
実
施
の
消
火
器
が
破
裂
し
、
初
期
消
火
を

行
っ
た
従
業
員
が
負
傷
す
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
消
火
器
本
体
容
器
の
腐
食
や
変

形
、
ホ
ー
ス
の
劣
化
が
な
い
か
、
今
一
度
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
事
業
所
な
ど
の
防
火
対
象

物
で
は
、
消
防
用
設
備
な
ど
の
点
検
・
報
告

が
必
要
で
す
の
で
忘
れ
ず
に
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
旧
規
格
の
消
火
器
の
使
用
期
限

は
今
年
の
12
月
31
日
ま
で
で
す
の
で
交
換
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
消
火
器
の
設
計
標
準

使
用
期
限
は
概
ね
10
年
で
す
。

　

ご
家
庭
に
自
主
的
に
設
置
し
て
い
る
消
火

器
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
令
上
の
交
換
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
使
用
期
限
内
で
の
交
換

を
推
奨
し
ま
す
。

営
業
時
間
短
縮
等
協
力
金
の
申
請
は　

　

お
済
み
で
す
か

　

県
の
要
請
に
基
づ
き
、
４
月
26
日
か
ら
５

月
31
日
ま
で
の
期
間
、
営
業
時
間
短
縮
等
に

協
力
い
た
だ
い
た
酒
類
を
提
供
し
て
い
る
飲

食
店
に
対
し
、
協
力
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

申
請
期
限
が
８
月
31
日
（
火
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
対
象
要
件
・
申
請
方
法
な
ど
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　

産
業
支
援
課　

28
・
６
１
８
６

28
・
６
２
４
２

　

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

　

令
和
３
年
度
推
進
標
語

ゆ
ず
り
あ
い　

道
路
で
示
す　

日
本
の
美

　

道
路
は
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
公
共
施
設
で
す
。
道
路
の
重
要
性
を
再
確

認
す
る
と
と
も
に
、
道
路
の
正
し
い
利
用
に

努
め
ま
し
ょ
う
。　

　

建
設
課　

28
・
６
０
３
４

28
・
６
１
８
９

消火器規格

定期点検

　

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の

　

納
付
を
お
忘
れ
な
く

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納
付
書
を
８
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
忘
れ
ず
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

納
期
限　

８
月
31
日
（
火
）

納
付
窓
口　

銀
行
、
農
協
、
郵
便
局
な
ど

　

県
東
予
地
方
局
課
税
課

　

０
８
９
７
・
56
・
１
３
０
０

　

０
８
９
７
・
56
・
０
７
１
６



　

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松
山
支
社　
　

　

０
８
９
・
９
６
１
・
１
３
３
３

　

０
８
９
・
９
６
１
・
１
３
４
４

　

「
就
職
」
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央
で
は
、
来
春
大

学
卒
業
予
定
者
な
ど
の
就
職
に
つ
い
て
選
考

中
で
す
。
ま
た
、
９
月
16
日
か
ら
は
、
高
校

生
の
選
考
も
開
始
し
ま
す
。
企
業
に
関
す
る

こ
と
や
求
人
情
報
、
就
職
活
動
の
進
め
方
な

ど
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央
（
学
卒
係
）

24
・
５
７
７
０　
　

23
・
６
６
３
９

　

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

パ
ソ
コ
ン
技
能
取
得
講
座

　

９
月
15
日
～
令
和
４
年
２
月
９
日
（
毎
週

水
・
全
18
回
）
９
時
～
16
時

　

旧
今
治
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
カ
レ
ッ
ジ

　

（
今
治
市
東
門
町
５
・
８
４
０
・
４
）　

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
会
計
ソ
フ
ト
な
ど
、

企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
演
習

　

東
予
地
域
の
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
及
び

父
子
家
庭
の
父
、
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭

の
児
童
で
就
業
を
希
望
す
る
方

※
全
日
程
に
参
加
可
能
な
方

10
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
）

　

８
月
17
日
（
火
）
～
８
月
31
日
（
火
）

　

こ
ど
も
課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
料
（
教
材
費
と
検
定
料
は
自
己
負
担
）

　

愛
媛
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー　

０
８
９
・
９
０
７
・
３
２
０
０

　

０
８
９
・
９
０
７
・
３
２
０
１

　

県
政
出
前
講
座
の
ご
紹
介

　

愛
媛
県
で
は
、
地
域
や
職
場
で
行
わ
れ
る

集
会
な
ど
に
県
の
職
員
が
お
伺
い
し
、
県
の

施
策
な
ど
を
ご
説
明
す
る
「
県
政
出
前
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
講
座
内

容
を
更
新
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
も
対

応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
広
報
広
聴
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
３

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
２
４
８

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
を
開
催
し
ま
す
（
無
料
）

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族

を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。
そ
こ
か
ら

も
う
一
歩
進
ん
だ
知
識
を
習
得
し
、
認
知
症

の
人
と
、
そ
の
ご
家
族
を
支
え
る
一
員
と
し

て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

８
月
27
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方

20
名

　

８
月
20
日
（
金
）
ま
で

　
　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
教
室
（
無
料
）

　

８
月
17
日
～
９
月
14
日
（
毎
週
火
曜
日
・

全
５
回
）
10
時
～
11
時
30
分

　

川
之
江
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

会
議
室

10
名
程
度

　

パ
ソ
コ
ン
（
貸
し
出
し
有
り
）、
筆
記
用
具

　

８
月
10
日
（
火
）
ま
で

　

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル　

う
さ
み
み　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

28
・
６
０
３
９　
　

28
・
６
１
６
０

松
山
ー
札
幌
線
、
松
山
ー
仙
台
線
の　

　

就
航
に
つ
い
て

　

松
山
空
港
発
着
の
国
内
線
に
つ
い
て
、
松

山
―
札
幌
線
、
松
山
―
仙
台
線
が
10
月
30
日

（
土
）
ま
で
、
各
路
線
１
日
１
往
復
で
運
航
し

て
い
ま
す
（
各
便
定
員
70
名
）。

Ｉ
Ｂ
Ｅ
Ｘ
予
約
案
内
セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）　

０
５
７
０
・
０
５
７
・
４
８
９

　

就
職
氷
河
期
世
代

　

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
（
無
料
）

　

生
活
習
慣
の
改
善
や
就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ

ウ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

８
月
20
日
（
金
）
14
時
～
16
時

　

新
居
浜
市
立
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

第
１
講
習
室
（
新
居
浜
市
庄
内
町
４
・
４
・
19
）

　

就
職
氷
河
期
世
代
の
方
（
概
ね
35
歳
以
上

55
歳
未
満
の
方
）

10
名

　

８
月
19
日
（
木
）
ま
で

　

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松
山
支
社　
　

　

０
８
９
・
９
６
１
・
１
３
３
３

　

０
８
９
・
９
６
１
・
１
３
４
４

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
職
業
訓
練
（
在
宅
型
）

　

事
務
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
（
簿
記
・

　

労
務
）
の
ご
案
内

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
在
宅
型
公

共
職
業
訓
練
で
す
。
自
宅
に
い
な
が
ら
、簿
記
・

労
務
に
関
す
る
知
識
を
習
得
で
き
ま
す
。

※
５
日
間
だ
け
通
学
あ
り

　

９
月
22
日
（
水
）
～
12
月
21
日
（
火
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
行
い
、

職
業
訓
練
の
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た
方
で

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
受
講
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
可
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
環
境
を
準
備
で
き
る
方

15
名

　

８
月
６
日
（
金
）
～
９
月
６
日
（
月
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央

24
・
５
７
７
０　
　

23
・
６
６
３
９

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
８
千
円
）

※
詳
し
く
は
、
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松

山
支
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い



　

医
療
的
ケ
ア
推
進
事
業

　

喀
痰
吸
引
等
研
修
（
基
本
・
実
地
）

　

事
業
担
当
者
と
相
談
の
う
え
、
随
時
開
催

基
本
研
修

講
義　

自
宅
な
ど
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）

演
習　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
３
階　

大
会
議
室

実
地
研
修

各
事
業
所
ま
た
は
特
定
の
利
用
者
宅　

　

重
度
障
が
い
者
な
ど
に
対
す
る
喀
痰
吸
引

及
び
経
管
栄
養
に
関
す
る
研
修

　

訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
介
護
職
員
の

う
ち
、
特
定
の
重
度
障
が
い
者
な
ど
に
喀
痰

吸
引
な
ど
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
方

８
月
10
日
（
火
）
～

　

３
万
円
（
市
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院　

看
護
部
管
理
室

58
・
２
２
２
２

※
補
助
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

生
活
福
祉
課　

28
・
６
０
２
３

　

放
課
後
児
童
支
援
員
養
成
講
習
会　

　

（
無
料
）

９
月
13
日
（
月
）・
14
日
（
火
）

10
時
～
15
時

四
国
中
央
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

　

（
金
生
町
下
分
８
２
５
・
１
）

　

専
門
家
の
指
導
の
も
と
、
放
課
後
児
童
支

　

自
衛
官
等
採
用
説
明
会

　

８
月
17
日
（
火
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

中
之
庄
公
民
館　

会
議
室
２

　

８
月
18
日
（
水
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

三
島
公
民
館　

小
会
議
室

　

８
月
19
日
（
木
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

ユ
ー
ホ
ー
ル
（
土
居
文
化
会
館
）
１
階　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

　

９
月
２
日
（
木
）
17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
１
階　

多
目
的
室
３

　

仕
事
内
容
や
勤
務
体
系
、
福
利
厚
生
な
ど

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）

　

要
注
意　

労
働
災
害
急
増
中
！

労
災
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、

　

意
識
を
カ
エ
ル
！
行
動
を
カ
エ
ル
！

　

新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署
管
内
（
西
条
市
、

新
居
浜
市
、
四
国
中
央
市
）
の
労
働
災
害
は
、

令
和
元
年
か
ら
２
年
連
続
で
急
増
し
て
お
り
、

今
年
に
な
っ
て
も
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
で
す
。
労
働
災
害
は
、
日
常
の
作
業
の
中

で
動
作
や
意
識
を
少
し
だ
け
カ
エ
ル
事
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
意
識

と
行
動
変
容
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署
安
全
衛
生
課

０
８
９
７
・
38
・
２
７
９
０

　

合
同
就
職
面
接
会

「
ピ
ッ
タ
リ
求
人
面
接
会
」（
無
料
）

　

県
内
企
業
20
社
が
参
加
す
る
合
同
面
接
会
。

参
加
企
業
は
全
て
応
募
前
に
職
場
見
学
が
で

き
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

９
月
４
日
（
土
）

10
時
30
分
～
13
時
、
14
時
30
分
～
17
時

　

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
階　

大
会
議
室　

（
松
山
市
湊
町
７
・
５
）

　

令
和
４
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生
、
既
卒

３
年
以
内
の
求
職
者
、
一
般
求
職
者

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
愛work

　

０
８
９
・
９
１
３
・
８
６
８
６

　

０
８
９
・
９
１
３
・
８
６
８
５

　

子
育
て
に
関
す
る
講
習
会

　

（
要
申
込
・
無
料
）

　

８
月
11
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階　

和
室

　

フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
で
心
身
の
健
康
作
り

　

足
を
心
地
よ
く
刺
激
す
る
こ
と
で
、
疲
れ

た
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
す
。
気
軽
に

で
き
る
セ
ラ
ピ
ー
を
身
に
つ
け
て
、
子
育
て

中
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。

20
名
程
度

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
２
枚
・
バ
ス
タ
オ
ル
２
枚

服
装　

膝
上
ま
で
楽
に
上
が
る
ズ
ボ
ン

　

岩
村
由
香
里
さ
ん
（
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

28
・
６
１
５
０　
　

56
・
５
４
４
７

援
員
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
び
ま
す
。

　

以
下
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方

○
本
市
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
で
、
受
講

　

後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に

　

な
り
、
就
業
い
た
だ
け
る
方

○
既
に
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
職
種

　

転
換
希
望
の
方
、
ま
た
は
昨
年
度
就
業
し

　

て
い
な
い
方

15
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
）

８
月
30
日
（
月
）・
31
日
（
火
）

８
時
30
分
～
17
時

　
　

公
益
社
団
法
人　

愛
媛
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

　

０
８
９
・
９
１
５
・
１
４
２
０

　

０
８
９
・
９
１
５
・
１
４
２
１

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

10
月
24
日
（
日
）

電
子
申
請

　

８
月
24
日
（
火
）
～
９
月
３
日
（
金
）

書
面
申
請

　

８
月
27
日
（
金
）
～
９
月
６
日
（
月
）

　

予
防
課　

28
・
６
９
３
７

23
・
６
６
１
４

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
愛
媛
県
支
部　

　

０
８
９
・
９
３
２
・
８
８
０
８

　

０
８
９
・
９
３
５
・
４
４
８
４

※
受
験
願
書
は
、
各
消
防
署
で
配
布
し
て
い

ま
す

※
詳
し
く
は
、
一
般
財
団
法
人

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い



相　

談

「声かけ」で特殊詐欺を防止しましょう

四国中央警察署  ☎ 24-0110

内容 日時 場所 問い合わせ先

県委託療育等支援事業
（相談・講師派遣など）

随時
（土・日曜日を除く）

支援の必要な方や家族が
関わる保育園・幼稚園・
学校・事業所など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木・ファクス兼）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558　　22-4558　　　　　            
　jobassist@lagoon.ocn.ne.jp

障がいのある方へ　相談・支援事業

　

県
警
察
官
・
警
察
事
務
職
員
の
募
集

事
務
職
員(

初
級)

　

８
月
13
日
（
金
）
～
８
月
30
日
（
月
）

　

警
察
官
（
高
校
卒
程
度
）

　

８
月
26
日
（
木
）
～
９
月
14
日
（
火
）

　

四
国
中
央
警
察
署

24
・
０
１
１
０
（
フ
ァ
ク
ス
兼
）　

　

県
警
察
本
部
警
務
課
　
　

　

０
１
２
０
・
２
０
４
・
７
２
４

募　

集

電子マネーを
購入すれば
いいですか

ATM で還付金を
受け取ることが
できるんですね

「だまされていませんか？」「おせっかい」で特殊詐欺防止

　

あ
っ
た
か
し
こ
ち
ゅ
～

　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

俳
句
で
想
い
を
伝
え
よ
う
！

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
の
想
い
（
や
る
せ
な
い
気

持
ち
や
、
あ
た
た
か
な
想
い
）、
シ
ト
ラ
ス

リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ち
な
ん
だ
想
い
を

俳
句
に
し
ま
せ
ん
か
！

　

８
月
31
日
（
火
）
ま
で

　

Ａ
５
サ
イ
ズ
以
下
の
用
紙
に
俳
句
、
氏
名

（
俳
号
・
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
可
）、
イ
ラ
ス
ト
な

ど
を
記
載
し
、
郵
送
ま
た
は
、
各
公
民
館
、

隣
保
館
な
ど
に
備
え
付
け
の
投
句
袋
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
一
人
一
句
の
み
。
応
募
い
た
だ
い

た
俳
句
は
、
そ
の
ま
ま
展
示
し
、
返
却
は
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
展
示
に
適
さ
な
い
と
判
断

し
た
も
の
は
展
示
し
ま
せ
ん

作
品
展
示

10
月
６
日
（
水
）
～
10
月
11
日
（
月
）

　

し
こ
ち
ゅ
～
ホ
ー
ル
（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
展
示
室

　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ンfrom

四
国
中
央
市

　

０
８
０
・
６
３
７
５
・
３
８
７
７
（
福
濱
）

〒
７
９
９
・
０
１
１
３　

妻
鳥
町
８
９
８

川
之
江
隣
保
館
内　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ンfrom

四
国
中
央
市　

俳
句
係

　

介
護
助
手
募
集
（
県
の
委
託
事
業
）

　

介
護
施
設
で
部
屋
の
清
掃
や
ベ
ッ
ド
メ
イ

ク
な
ど
介
護
の
周
辺
業
務
を
行
う
「
介
護
助

手
（
無
資
格
・
未
経
験
OK
・
短
時
間
勤
務
）」

を
募
集
し
ま
す
。
新
し
い
働
き
方
で
生
き
が

い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

期
間

10
月
～
12
月
の
３
か
月
間

事
前
説
明
会

各
施
設
ご
と
に
９
月
ご
ろ
実
施

勤
務
条
件

時
給
８
５
０
円
、
週
16
時
間
程
度
の
勤
務

　

県
社
会
福
祉
協
議
会

　

０
８
９
・
９
２
１
・
５
３
４
４

　

０
８
９
・
９
２
１
・
３
３
９
８



　
　

『
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
』

　

松
山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
い
じ
め
や
体
罰
、
家
庭

内
で
の
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
問
題
に

関
す
る
専
門
相
談
電
話
を
、
平
日
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。「
子

ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
に
電
話
を
か
け
る

と
、
法
務
局
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も
の
人
権

に
詳
し
い
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、８
月
27
日
（
金
）
～
９
月
２
日
（
木
）

は
『
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
』
と
し
て
、
平
日
は
８
時
30
分
か

ら
19
時
ま
で
、
土
曜
・
日
曜
に
は
10
時
か
ら

17
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

  

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　

※
無
料

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０
（
全
国
共
通
）

  

松
山
地
方
法
務
局
四
国
中
央
支
局　

23
・
２
４
０
７　
　

23
・
２
４
９
６

　

人
権
施
策
課　

28
・
６
０
７
３

28
・
６
０
５
７

協
力
し
て
育
て
て
い
く
中
で
、「
相
手
の
立

場
を
考
え
行
動
で
き
る
思
い
や
り
の
心
を

育
て
る
」
こ
と
や
「
生
命
の
尊
さ
、
感
謝

の
気
持
ち
を
体
得
す
る
」
と
い
う
人
権
尊

重
の
意
識
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
「
違
い
」
を
「
個
性
」

と
し
て
尊
重
で
き
る
人
権
意
識
を
養
う
こ

と
で
、複
雑
多
様
化
す
る
「
い
じ
め
」
や
「
差

別
」
を
な
く
し
、
人
権
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
！
児
童
虐
待
（
児
童
虐
待
は
社

会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す
）

　

児
童
虐
待
は
、
家
庭
と
い
う
密
室
の
中

で
行
わ
れ
る
た
め
に
発
見
さ
れ
に
く
く
、

し
か
も
、
虐
待
者
が
親
や
親
に
代
わ
る
養

育
者
で
あ
る
た
め
に
、
子
ど
も
は
逃
げ
た

り
、
自
ら
救
い
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が

困
難
で
す
。

　

家
庭
内
に
お
け
る
「
し
つ
け
」
と
は
明

確
に
異
な
り
、
保
護
者
の
権
利
と
し
て
正

当
化
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
児
童
の
心

身
の
成
長
及
び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
発
見
し

対
応
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
の
解
決
に
向
け
て
は
、
令
和

２
年
４
月
に
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
児
童
の
権
利
擁
護
、
児
童
相
談

所
の
体
制
強
化
、
児
童
相
談
所
の
設
置
促

進
、
関
係
機
関
間
の
連
携
強
化
な
ど
、
所

要
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

じ
ん
け
ん
広
場

じ
ん
け
ん
広
場

子
ど
も
の
人
権

子
ど
も
に
も
大
人
と
同
じ
よ
う
に
一
人
の

人
間
と
し
て
の
人
権
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
最
近
は
い
じ
め
や
体
罰
、
子
ど
も
の

生
命
に
関
わ
る
児
童
虐
待
、
貧
困
な
ど
が

社
会
問
題
化
し
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
自
尊
心
を
大
切
に
し
、
個
性

を
持
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て

一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
が
安
心
し
て
す
こ
や
か
に
成
長
で
き

る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
は
大
人
の
責
任
で

す
。

市
民
意
識
調
査
か
ら

　

昨
年
度
に
実
施
し
た
「
市
民
意
識
調
査
」

に
よ
る
と
、『
あ
な
た
は
、
子
ど
も
の
人
権

が
守
ら
れ
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
』
の
問
い

に
対
し
、「
自
分
や
他
人
を
大
切
に
す
る
心

を
育
て
る
」
が
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、家
庭
、

学
校
は
も
と
よ
り
、
地
域
も
一
体
と
な
り

連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
全
体
で

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
充
実
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
権
の
花
運
動

育
て
よ
う
、
思
い
や
り
の
心
と
人
権
意
識

　

市
で
は
毎
年
、
人
権
擁
護
委
員
と
連
携

し
て
「
人
権
の
花
運
動
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
中
学
生
を
対
象
と
し
た
啓

発
活
動
で
、「
人
権
の
花
」
を
生
徒
た
ち
が

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
の
方
へ

　

本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
要
予
約
・
無
料
）

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
体
験
な
ど
を
語
り
合

う
こ
と
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
あ
り
方
を

考
え
る
場
で
す
。
ご
家
族
同
士
で
の
情
報
交

換
も
で
き
ま
す
。

　

８
月
17
日
（
火
）
10
時
～
11
時
30
分

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

15
名
程
度

　

８
月
16
日
（
月
）
ま
で

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

　

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
（
無
料
）

　

心
配
な
も
の
忘
れ
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

28
・
６
１
４
７　
　

28
・
６
０
５
９

日時 場所

9/7（火）
13：30 ～
15：00

 高齢介護課

9/8（水）
13：30 ～
15：00

川之江窓口
センター

※予約不要
※ 1人 5分程度で簡単です

人権イメージキャラクター

人KEN まもる君 人KEN あゆみちゃん



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※相談日前日 17：00 までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

 8/ 3（火）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

市民くらし
 の相談課

28-6143
28-6149

 8/10（火）  9：00 ～ 12：00 市役所 1階　102 会議室

8/18（水）13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 8/20（金）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

8/25（水）13：30 ～ 15：30  土居窓口センター 1階

 9/ 7（火） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 9/10（金）  9：00 ～ 12：00  市役所 1階　102 会議室

 司法書士相談　※相談日前日 17：00までに要予約（土・日・祝日は予約不可）

8/ 5（木）  9：00 ～ 12：00 市役所1階　102会議室
市民くらし

 の相談課
28-6143
28-6149

8/11（水） 13：00 ～ 16：00 川之江文化センター 1階

9/ 3（金）  9：00 ～ 12：00 市役所1階　102会議室

 9/ 8（水） 13：00 ～ 16：00 川之江文化センター 1階

 人権相談

 8/ 2（月） 13：00 ～ 15：00  川之江文化センター 4階  人権施策課
28-6073
28-6057

 8/10（火） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 9/21（火） 10：00 ～ 12：00  土居福祉センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407   23-2496

 年金出張相談　※要予約

8/13 （金）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階
新居浜
年金事務所
0897-35-1445

8/27（金）10：00 ～ 14：30 受付

 9/10 （金）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談

8/10 （火）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 総務調整課  
28-6002
28-6056

8/17 （火） 13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

8/17（火） 10：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

8/23（月）10：00 ～ 12：00 市役所 1階　102 会議室

9/10 （金）10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 9/13 （月） 10：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 8/ 3（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし 
の相談課
28-6143
28-6149

8/10（火） 9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 8/12（木） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 2階

 8/26（木） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 2階

9/ 7（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 9/ 9（木） 9：30 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 9/14（火） 9：30 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893    089-932-8930

８月の相談日程

無料特許・商標相談（予約制）

　9/6（月）13：00 ～ 16：00
　四国中央商工会議所
　（金生町下分 789-1）
　相談日の 5日前までに電話予約
　　四国中央商工会議所
　特許相談係　58-3530
　58-6294

不動産無料相談（予約制）
　8/12（木）13：00 ～ 17：00
　宇摩建設会館 3階（三島宮川）
　相談日前日までの 13 時～ 17 時
に電話予約（土・日曜日を除く）
　　愛媛県宅地建物取引業協会
　四国中央地区連絡協議会
　24-2235　　　24-2236

東予若者サポートステーション

出張相談（無料・要予約）

　8/2（月）・8/23（月）
　13：00 ～ 17：00
　ハローワーク四国中央 1階　
相談室
　就職にお悩みの 15 歳～ 49 歳の方
またはその保護者

一人 1時間の相談で 1日 4名まで
　　東予若者サポートステーション
　0897-32-2181　　0897-32-2182
　（新居浜市繁本町 8-65）

今月の納期
市県民税　2期分

国民健康保険料　2期分

後期高齢者医療保険料　2期分

介護保険料　2期分

保育所・認定こども園使用料 8 月分

放課後児童クラブ負担金　8月分

市営住宅使用料　8月分

市営住宅駐車場使用料　8月分

※納期限　8月 31 日（火）

水道料金　7月分

下水道使用料　7月分

※納期限　8月 10 日（火）

認知症の語らい（無料）
　8/20（金）13：30 ～ 15：00

（原則毎月第３金曜日に開催）

中之庄公民館　会議室２

参加者同士の交流・情報交換、

医療・福祉職による勉強会など

認知症の人と家族の会愛媛県支部

　080-3740-0697（大澤）



ファミリーイベント
「ジャンボしゃぼん玉遊び」　※雨天中止

8/17（火）10：00 ～
小学生以下の児童と保護者

　8/12（木）まで
※先着 6組に限り、手づくりうどんの足踏み作業を体験
できます（5人前 200 円）

「レッツまんぽ」　参加者募集中！
毎日少しずつ歩いてみませんか？

記録用紙提出日　毎月第 1木曜日　10：00 ～
　毎日の歩数を記録して月ごとに集計
　します。月 1回提出した記録は、館
　報や館内の地図で紹介します。
※記録用紙は公民館でお渡しできます

天満公民館 28-6360 28-6363関川公民館

そ
の
ほ
か
の
お
は
な
し
会
の
日
程
な
ど
は
、
紙

の
ま
ち
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
各
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

お
や
こ
図
書
館

水
引
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
ろ
う

８
月
21
日
（
土
）
10
時
30
分
～
12
時
30
分

15
名

　

は
さ
み

８
月
10
日
（
火
）
10
時
～

１
０
０
円

水
引
ガ
ー
ル
ズ

土
居
図
書
館

野
菜
づ
く
り
の
コ
ツ
と
裏
ワ
ザ
教
え
ま
す

※
無
料

　

９
月
11
日
（
土
）  

13
時
～
15
時

　

ユ
ー
ホ
ー
ル
（
土
居
文
化
会
館
）
１
階　

リ
ハ
ー
サ
ル
室

　

秋
冬
野
菜
の
作
り
方
な
ど

15
名

　

長
谷
川
貴
央
さ
ん
（
一
般
社
団
法
人
農
山

漁
村
文
化
協
会
）

　

８
月
17
日
（
火
）
９
時
～

川
之
江
図
書
館

ち
っ
ち
ゃ
な
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
～
）

８
月
11
日
（
水
）
10
時
～
10
時
30
分

三
島
図
書
館

お
は
な
し
会
お
さ
ん
ぽ

（
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
）

８
月
28
日
（
土
）
14
時
～

土
居
図
書
館

お
は
な
し
き
ら
き
ら
（
乳
幼
児
～
）

８
月
18
日
（
水
）
10
時
30
分
～

　

５
組
程
度
（
当
日
申
し
込
み
）

８月の休館日

土居図書館
毎週月曜日、10（火）、31（火）

おやこ図書館
毎週月曜日、 8（日）、31（火）

川之江・三島図書館
毎週月曜日、31（火）

川之江図書館　28-6256

三島図書館　　28-6053

土居図書館　　28-6354
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♪離乳食セミナー （予約制 ・無料）
　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。
■とき　8/20（金）9：30 ～ 11：30
■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習
■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者
※お子さん連れの場合は、おんぶひもをご持参ください
■定員　10 名程度
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプ
　　　　　ロン、三角巾、手拭きタオル
■申込期限　8/16（月）まで
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる
ことや相談したいことはありませんか？
■とき　8/11（水）、9/8（水）9：00 ～ 11：00
■内容 健康相談、血圧測定、体脂肪測定、血管年齢測定
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪からだとこころの健康相談
　（予約制 ・無料）

　健康づくりのための、お得な情報をお届けします！
■とき　8/31（火）13：30 ～ 14：40
　　　　（全 5回のうちの 1回目です）
■ところ　福祉会館 4階
■内容　今日から実践！～ウォーキング術～
■定員　40 名程度
■持参品　筆記用具、飲み物
■講師　横内尚子さん（スポーツ協会ノルディック・　
　　　　ウォーク公認指導員）
■申し込み先　保健センター　28-6054

♪健康づくりサポーター養成講座
　（予約制 ・無料）

♪育児相談 ・妊婦相談 （無料）
日　時 場　所

8/23（月）13：30 ～ 15：00 保健センター

9/26（月）10：00 ～ 11：30 土居こども館

9/13（月）13：30 ～ 15：00 保健センター

※感染防止対策の徹底にご協力をお願いします
※上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時
行っておりますのでお気軽にご相談ください
■問い合わせ先　保健センター　28-6054

麻しん （はしか） 風しん
混合 （MR） 予防接種を受けましょう！

　お子さんが生まれたときにお渡しした育児ノート
に接種券が入っていますので、ご確認ください。
　転入などにより接種券がない方は、母子健康手帳
を持って、保健センターまたは保健推進課川之江・
土居窓口へお越しください。
■対象者

○第 1期：1歳児
　接種期限：2歳の誕生日前日まで
○第 2 期：平成 27 年 4 月 2 日～平成 28 年 4 月 1 日
　　　　 生まれのお子さん
　接種期限：令和 4年 3月 31 日まで
■接種場所　委託医療機関（市ホームページに掲載）
※委託医療機関は変更になる場合があります
※県外での接種をご希望の方は、事前に申請が必要
ですので、保健センターへお問い合わせください
■費用　無料
※期限を過ぎると全額自己負担になります
■持参品　予診票、接種券、母子健康手帳
■問い合わせ先　保健センター　28-6054

【保護者のみなさんへ】
夏休みの間に予防注射を！

　夏休みは予防接種を受ける良い機会です。母子健
康手帳を確認して、まだ受けていない定期予防接種
がある場合は、かかりつけの医療機関で早めに受け
ましょう。
■問い合わせ先　保健センター　28-6054

　妊娠・出産・育児について学べる教室です。
■対象　市内在住の初妊婦さんとそのご主人
■持参品　母子健康手帳、筆記用具、飲み物
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054
※当日は 15 分前から受付開始。時間厳守でお願いします
※定員となりしだい、締め切りとさせていただきます
栄養・運動編

■とき　8/31（火）13：30 ～ 16：00
■内容　妊娠中・授乳中の食事、運動について
　　　　赤ちゃんの抱き方、授乳方法を学ぼう
※運動できる服装（ズボン）でお越しください
■対象　10 月～ 12 月頃出産予定者
■申込期限　8/24（火）まで
沐浴編

■とき　9/12（日）9：15 ～ 12：00
■内容　妊娠中の歯の健康、パパの妊婦体験、
　　　　赤ちゃん人形をお風呂に入れよう（沐浴実習）
■対象　11 月～令和 4年 2月頃出産予定者
■申込期限　9/3（金）まで

♪ママパパ学級（予約制・無料）



休日当番医　　診療時間　9：00 ～ 18：00
※都合により変更する場合があります

月日月日 東部東部 西部西部

8/1 井上整形外科医院
24-2171 （三島中央）

みよし循環器ｸﾘﾆｯｸ
24-5311（寒川町）

8/8 宮﨑内科
59-5000（妻鳥町）

ふく整形外科
74-0029（土居町中村）

8/9 芝医院
56-4811 （妻鳥町）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

8/15 福田医院
23-2188（下柏町）

松風病院
74-2001（土居町入野）

8/22 松岡整形外科
58-5455（川之江町）

豊岡台病院
25-0088（豊岡町）

8/29 ふじえだﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ
23-5864（中曽根町）

大坪医院
23-2417（三島中央）

9/5 矢部内科
23-5018（三島宮川）

西岡病院
24-5511（三島金子）

急病などで困った時は !

救急外来は、夜間などの急病に対して応急的な処置
を行うところです。休日・夜間に平日の昼間と同じ
ような感覚で安易に救急外来を受診することのない
よう、適切な救急医療機関の利用をお願いします。

お願いお願い

○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）

23-5990
消防署につながります。自動音声でその日の夜間
救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内

28-9119
消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談
089-913-2777 または ＃8000（携帯・プッシュ回線）
医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
機関受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）

56-1913　妻鳥町 1501-1（妻鳥小学校西側）
【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30
　　　　  （日曜日・祝日は休診）　

※急患医療センターの診療は、宇摩医師会の有志の先生方の
ご協力により実施しています

　乳製品を取り入れ「カルシウム不足」の改善を目指し
ましょう！
■とき　9/22（水）9：30 ～ 13：00
■内容　乳製品の話と調理実習
■定員　30 名（先着順）　
■持参品　筆記用具、エプロン、三角巾、手拭きタオル、
　　　　　米 1人 0.5 合（70g）
■申込期限　8/31（火）まで　　■費用　1人 300 円
■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

♪生涯骨太クッキング　（予約制）

「元気歯つらつコンクール」 応募者募集「元気歯つらつコンクール」 応募者募集

　愛媛県と愛媛県歯科医師会では満 80 歳以上で 20 本

以上の歯を有している方を「元気歯つらつコンクール」

で表彰しています。

　応募条件を全て満たす方で、応募を希望される方は、

四国中央保健所までお問い合わせください。

■応募条件

○令和 3年 4月 1日現在、満 80歳以上の方

○しっかり噛める自分の歯が 20本以上ある方

○これまで当コンクールで受賞経験がない方

○歯科健康診査を受けていただける方

○受賞した場合、氏名・年齢・歯数・市名を公表するこ

　とに同意していただける方

■問い合わせ先　四国中央保健所　23-3360

お仕事で平日は忙しい方のために、ピンクリボン月
間の日曜日に実施します！マンモグラフィーは 2 年に
一度の検査が推奨されています。ぜひ、この機会に受
診してください♪
■とき　10/17（日）9：00 ～ 12：20
■ところ　HITO 病院 2階　総合健診センター
■対象　妊娠中・授乳中でない 40 歳～ 65 歳の女性
■定員　20 名（時間指定・先着順）
■申込期限　10/14（木）まで
■申込方法　下記二次元コードを読み取り、専用　
　　　      フォームからお申し込みください。
■費用　3,000 円
■問い合わせ先

　HITO 病院　乳腺外科チーム
　breast@hito-medical.jp

日曜マンモグラフィー

乳幼児健診
～子どもの健やかな発育のために～

保健センターでは、4か月児健診・1歳 6か月児健診・
3 歳児健診を行っています。お子様の成長・発達を確
認するための大切な健診ですので、対象月になりま
したら母子健康手帳と問診表をご持参のうえ、忘れ
ずお越しください。
　日程や注意事項など詳しくは、ホームページをご
覧ください。
■問い合わせ先

　保健センター　28-6054



四国中央商工会議所青年部が
絵本を寄贈

　6/24（木）、四国中央商工会議所
青年部（小城干

た て き

樹会長）が、絵本「お
かねってなぁに？」を市内小中学
校及び図書館に 35 冊寄贈しました。
この本は日本商工会議所青年部が制
作したもので、お金の大切さなどを
わかりやすく解説した絵本です。

　9/1（水）必着（応募多数の場合は抽選）
　総務調整課に備え付けの申込用紙に必要事項を記入のうえ、お子さまの写真または写真データを収録した CD・
DVD とともに提出してください。※申込用紙はホームページからダウンロードできます
　　総務調整課 広報広聴係　28-6158
　〒 799-0497　三島宮川 4-6-55
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10 月に満 1・2歳の誕生日を迎えるお子さま募集！ 10 月に満 1・2歳の誕生日を迎えるお子さま募集！ 

1

2

3

●おなまえ（町名）

●生年月日

●家族からのメッセージ

令和元年・令和 2年 8月生まれ令和元年・令和 2年 8月生まれ

中野　閃
せん

くん（三島金子）
令和2年 8月 10日
閃きのある人生を☆

●2

●3

●1 髙橋美
み の り

乃莉ちゃん（寒川町）
令和2年 8月 13日
誕生日おめでとう♡
元気に育ってね！

●2

●3

●1

松本奈
な な

々ちゃん（柴生町）
令和2年 8月 21日
コロナ禍生まれの奈々。
つよい子になぁれ！

●2

●3

●1 北田桜
さ ら な

來菜ちゃん（三島宮川）
令和元年8月 23日
たくさんの幸せを
ありがとう♡

●2

●3

●1 鞍谷　椿
つばき

ちゃん（寒川町）
令和2年 8月 4日
Happy Birthday！
元気に育ってね

●2

●3

●1鈴木彩
い ろ は

晴ちゃん（下柏町）
令和2年 8月 20日
1歳おめでとう！
にこにこ元気に育ってね！

●2

●3

●1 柴田義
よ し と

人くん（土居町畑野）
令和元年8月 12日
よしくん、元気にたくまし
く大きくなってね！

●2

●3

●1

髙橋蘭
らんか

禾ちゃん（土居町小林）
令和2年 8月 6日
1歳お誕生日おめでとう

●2

●3

●1 伊藤吏
り く

玖くん（三島朝日）
令和元年8月 30日
これからも元気いっぱいで
大きくなってね

●2

●3

●1 水野蒼
あ お

凰くん（川之江町）
令和2年 8月 27日
いっぱい食べて、笑って
大きくなってね♡

●2

●3

●1三野栞
か ん な

和ちゃん（土居町津根）
令和2年 8月 21日
おたんじょうびおめでとう！

●2

●3

●1 西山　朔
はじめ

くん（妻鳥町）
令和2年 8月 18日
いっぱい食べて元気に育っ
てね！

●2

●3

●1

宇摩歯科医師会が
歯ブラシを寄贈

　6/24（木）、宇摩歯科医師会（野
村信

し ん じ

治会長）が、ひとり親家庭への
支援に役立てて欲しいと歯ブラシを
250 本寄贈しました。この歯ブラシ
は「歯の正しい磨き方」の説明書と
一緒に、ひとり親家庭の就学前の子
どもたちに配布されます。

市元行政相談委員 3名に
総理大臣感謝状を贈呈

　6/28（月）、今年 3/31 をもって市
行政相談委員を退任された鈴木良明
さん、石川教

の り こ

子さん、脇　武
たけのぶ

延さん
が長年にわたり、行政相談委員とし
て従事され、行政相談制度発展に寄
与された功績をたたえ、総理大臣感
謝状が贈呈されました。
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　令和 3年第 2回定例会は、去る 6月 8日から 6月

25 日までの 18 日間の会期で開かれました。

今定例会には、市長提出議案など 16 件、陳情 3

件が上程されました。

主な内容主な内容
① 一般質問 ･･････････････････････････････P35 ～ P32
② ② 議決結果一覧議決結果一覧 ･･････････････････････P31
③ ③ 委員会の審査概要委員会の審査概要 ･･････････････P30 ～ P29
④ 傍聴案内・議会活動 ･･････････P28 ～ P27

※ 36 ページから 27 ページまでが議会だよりとなっています

　四国中央市議会が皆さまにとって、より身近な存在になるように、公式 YouTube チャンネルを立ち　四国中央市議会が皆さまにとって、より身近な存在になるように、公式 YouTube チャンネルを立ち

上げました。主に市議会の「一般質問」をアップしていく予定です。上げました。主に市議会の「一般質問」をアップしていく予定です。

　議会だよりの一般質問に記載している二次元コードを、スマートフォンのカメラなどで読み取ると、　議会だよりの一般質問に記載している二次元コードを、スマートフォンのカメラなどで読み取ると、

議員一人ひとりの一般質問を視聴することができます。ぜひ、ご覧ください！議員一人ひとりの一般質問を視聴することができます。ぜひ、ご覧ください！

　また、最新情報のお知らせが届くように、チャンネル登録をよろしくお願いします。　また、最新情報のお知らせが届くように、チャンネル登録をよろしくお願いします。

「　棚田と夕焼け　「　棚田と夕焼け　」」



◆国道の渋滞解消と臨港道路計画について

　　　中之庄交差点は変則 5差路で、国道上下線やバイパス側もよく渋滞する。バイパスは市役所付近ま

    　で片側 1車線であるが、なぜ片側 2車線にしないのか、市の見解及び根本的な渋滞解消に向けた構

　　　想を問う。また、以前から金子地区から村松地区への臨港道路建設の計画があるが、進捗を問う。

　　　市長、副市長、建設部長
　部分的な改良では別の区間での渋滞発生を招くこととなり、 渋滞解消には、市内幹線道
路への交通の分散が有効であることから、まずはバイパスの全線開通が優先であると考え
る。現在、国において道路予備設計を作成中であり、完了を待って地元説明会を開催する
予定であり、この間もバイパスの延伸、開通へ向けて滞ることなく業務が進行している。
　県内の主要道路における交通渋滞に関しては、国による愛媛県渋滞対策協議会において
対象箇所を選定し、現状の交通状況をモニタリングしながら、交通混雑の緩和に向けた対
策を協議しているが、川之江三島バイパスはその対象箇所である。今後、川之江三島バイ
パスが延伸し、全線開通するまでにも交通の状況は変わっていくことから、本事業完了後も、
その時々に応じた渋滞対策協議が進められるものと考える。
　臨港道路については、以前より国及び愛媛県に要望を行っているが、現時点で事業化に
は至っていない。現在、三島川之江港の将来の在り方に関して国、愛媛県及び地元港湾利
用者と協議を重ねており、今後も早期整備実現に向けて、要望活動などを継続していく。

　　　市長
　本市に奨学金の返済を肩代わりする制度はないが、類似する制度として、市内の医師確保
を目的に医学生を対象とする医師確保奨学金貸付制度がある。
　この制度の募集人員は毎年度 1名、貸付額は修学資金月額 20万円、入学資金上限 50万円
となっており、本市の指定医療機関に勤務すれば、勤務期間に応じて最大全額の返済を免除
する制度となっている。
　本市には奨学金の団体が 2団体あり、その理事長や役員の方と会った際に、「貸したものは
返してもらわなくてもいい時代がきている。」と話したことがあるが、「代わりに市が補填し
てくれるのであればする。」と返事があった。ただ議員が言われるとおり、将来若者が本市へ
帰ってくる一助として考えればいいと思う。

◆市として、奨学金返済「肩代わり」制度導入について

　　　どの地域でも未来は青年に託すしかない。ふるさとである四国中央市の地で頑張ろうと思えるよう

      な奨学金「肩代わり」制度導入が将来を担う若者たちへの強いメッセージになると思う。本市の現

      状及び制度導入に向けた検討について問う。

その他の質問　〇新型コロナワクチン接種について　〇市営住宅入居者の高齢化に伴う課題について

一 般 質 問一 般 質 問 ※紙面の都合上、質問・答弁の一部を要約要約して掲載しています

　　　市長、副市長、総務部長
　改正災害対策基本法により、「避難勧告と避難指示」を「避難指示」へ一本化し、同じ警戒
レベル 4として発令する改定となったものである。
　現在の避難所の受入可能人数は、指定避難所 86か所及び福祉避難所 10か所で、約 19,000
人である。これは国の指針に基づき一人当たりの占有面積2㎡から3㎡で算出したものである。
コロナ禍における収容可能人数となると、感染予防の観点からその基準の倍のスペース確保
が必要となると想定される。したがって、市としては台風や風水害などの場合では、まず自
宅において安全確保ができる場合、2階以上への垂直避難を推奨し、親類・知人宅などへの
分散避難をお願いしている。
　受け付け時の混乱について「避難所運用マニュアル（新型コロナウイルス感染症対策編）」
で事前準備を講じたうえで、受付を「事前受付」と「正式な受付」の 2か所を設置する運営
としており、地域住民による「自主運営」についても本マニュアルを基本とし、地域住民に
協議を進めていただいているところである。

◆避難所（施設）の確保・運営について

　　　継続するコロナ禍において避難情報が改正され、避難所収容人数が大幅に減少するがその実情を問

　　　う。また、避難所運営の主体が避難者であることを前提として、混乱を最小限に留めるための避難

　　　所での受付方法などのマニュアル作成はどうなっているのか。

その他の質問　〇新型コロナワクチン接種について　〇太陽光発電設備の強風対策について

山川和孝議員

三浦克彦議員

石川 剛議員



◆シビックプライド（都市に対する市民の誇り）醸成による定住・移住戦略

　　　転出者急増に対して地元高校への進学率が低下している現状及びコミュニティ・スクールを活用し

　　　た地元愛を醸成するための施策を問う。また歴史、文化、コミュニティ活性化で町の誇りや伝統を

　　　喚起する仕掛け及び移住促進のための本市の魅力を発信する組織や広報体制を問う。

　　　教育長、総務部長、教育指導部長
　今年 3 月の卒業生 736 名の進路であるが、市内 3 校に進学した生徒は約 69％、510 名であ
り、昨年の約 73％に比べ若干減少している。
　コミュニティ・スクールの活動では地域の協力や多彩な人材を生かした教育活動、地域の
特色や意見を反映した学校運営が行われる。この推進は、児童生徒に地域の一員としての自
覚を促し、地域の担い手を育て、地元愛の育成につながるものと期待している。
　本市の誇りうる歴史や文化、産業、自然などを知ってもらうために、郷土資料館などで産
業の基礎を築いた先人や、歴史・文化的な偉人に関する資料展示、各種イベントを開催して
いる。
　本市の魅力発信について、移住者及びＵＩＪターンを考えている若者向けのポータルサイ
ト「四国まんなか生活」を開設し、企業や交流イベントの情報をはじめ、移住者インタビュー
など本市でのライフスタイルやまちの様子を発信している。

◆官製談合事件について

　　　5月 7日に元職員 1名に対して懲役 1年 2か月、執行猶予 3年の有罪判決が言い渡された。もう 1

　　　名の元職員について裁判が進まなければ、最終的な原因究明はできないと思うが、今後このような

　　　不祥事を未然に防ぐために、どのような再発防止策をお考えか。

　　　市長
　はじめに、市職員 2 名が関与していたことは極めて遺憾であり、改めて市民の皆さまに
深くお詫び申し上げる。
　事件の再発防止対策については、4 月に技術系職員を対象に公正取引委員会による入札
談合等関与行為防止法研修会を実施するとともに、今後は全職員を対象とした職員倫理研
修の実施を予定している。
　また、この 4 月に関係部署からなる再発防止対策検討委員会を立ち上げ、入札制度の検
証及び公正な職務の遂行に向け、職員が安心して働ける職場づくりの検証を行うこととし
ている。
　市民の皆さまからの信頼回復に向けて、全庁をあげて綱紀粛正の徹底と再発防止に取り
組んでまいる所存である。

その他の質問　〇職員の健康管理について　〇ＬＧＢＴなどの性的少数者への対応について

　　　　　　　〇ヤングケアラーについて　〇書道パフォーマンス甲子園について

◆城山下臨海土地造成事業の進捗について

　　　川之江城山下埋立事業の進捗は、周辺住民の安全・安心から始まった側面を持つが、その進捗を問

　　　うと同時に後のスケジュールや住民への説明などを伺う。また防災の効果や関連した臨海地区の交

　　　通の安全の確保への配慮も考えた計画がなされているのか伺う。

　　　市長、副市長、建設部長
　現在は、調査関係などの現場作業が全て完了し、護岸の実施設計及び雨水排水・上下水
道の基本設計に向け準備を進めるとともに、土砂の公募を実施している。
　今後は、公有水面埋立免許を取得し、令和 5 年度の工事着手を目指しているが、埋立免
許取得の要件である工事の手順や期間について、引き続き検討が必要と考える。なお、埋
め立て地利用に関しては、港湾関連用地、工業用地、交通機能用地、緑地を計画している。
　説明会の開催時期や対象地域については、今年度行う護岸などの実施設計を経て、事業
の全容を示せるようになれば、地元自治会や漁協などと相談し案内したいと考える。
　新たな埋め立て地が、防護ラインとして機能し、避難路や避難時間の確保などの効果も
あり、これまでの周辺住民の災害に対する不安の解消にもつながるものと認識している。
　既存道路の改良は、海面を埋め立てて行うしかないことから着手できずにいたが、本埋
め立て事業によって、新たな臨港道路も整備することとしている。なお、臨港道路は、幅
員が 20 メートルの片側 2車線で、より直線に近い緩やかな法線となる計画である。

その他の質問　〇延期されていた成人式の開催について　〇川之江地区まちづくり事業の完了について

その他の質問　〇愛媛県ナンバーワンの税収を維持していくための対策について

　　　　　　　〇新宮地域を活性化する対策について

吉原　敦議員

猪川　護議員

横内博之議員



　　　市長
　ファミリーサポートセンターは、仕事と子育ての両立を支援する目的から設立され、子
育てを援助してほしい人と子育てを援助したい人とが、助け合う会員組織である。本市では、
平成 19 年度から四国中央市社会福祉協議会に運営委託している。
　利用するには入会する必要があり、まず会員登録をして、援助が必要になった際に、ファ
ミリーサポートセンターへ連絡し、アドバイザーが援助会員との仲介及び紹介を行う。
　依頼会員が直接援助会員に報酬及び実費を支払うが、報酬の基準は時間帯により 1 時間
当たり 700 円から 800 円で、兄弟姉妹での利用時は、2人目から半額となる。
　主なサポート内容は、預かりや送迎などを行っている。援助会員には、子どもの安全対
策のための講習、乳幼児のスキンケア講習、発達支援課の出前講座など、活動に必要な知
識を提供する講習会を開催している。また、会員交流会を開催するなど、会員同士が安心
して子育ての相互援助を行うことができるよう努めている。

◆ファミリーサポートセンターについて

　　　仕事と子育てを両立しながら活躍している県外、市外の女性から「ファミリーサポートの方にお世話になり、

　　　本当に助かった」という声をよく聞く。当市でのファミリーサポートセンターはどのようなものか詳細を

　　　問う。

その他の質問　〇新型コロナウイルス感染拡大に伴う女性支援について

　　　　　　　〇三島川之江インター高速バス停について

　　　市民部長
　新病院の建設予定地となった三島医療センター周辺道路は、日中、特に東方面で混雑し
ている状況である。
　この混雑については、根本に国道 11 号の渋滞があるが、新病院へのアクセス確保は重要
な課題であり、本市としては、新病院が開院した場合の周辺交通量を想定し、可能な限り
通行がスムーズになるよう、交通規制なども視野に入れながら、今後関係機関と協議して
いきたいと考える。
　また新病院の建設予定地は、埋め立て地であることから、アクセス道路の 1 つである国
道 11 号三島金子交差点から建設予定地までの間の液状化対策を講じることとしており、大
規模災害時の通行を確保したいと考える。

◆中核病院へのアクセス道について

　　　3月の広報紙において、公立学校共済組合四国中央病院の移転先を三島医療センターの土地に決定したこ

　　　とを改めて市民に周知したが、周辺道路は混雑がある。これから先も交通量が増えることを考えると早い

　　　段階での整備が必要と考える。現時点での計画を問う。

その他の質問　〇寒川中央線工事について　〇松山自動車道側道の維持管理について

　　　　　　　〇国及び地方自治体選挙投票率について

　　　市長
　中核病院整備に対する市の取り組み方針として診療体制、科目については、宇摩構想区
域地域医療構想調整会議での意見を尊重及び参考にしながら市民にとってどのような体制
がベストか判断し、四国中央病院と協議し進めていきたいと考える。
 また、建設予定地への進入路については、交通渋滞の解消、緊急車両の通行を考慮した道
路の拡幅及び、場合によっては車両通行の時間帯規制をするなど具体的な問題にも取り組
んでいかなければならないと考える。

◆当市の目指す地域医療について

　　　当市の 2025 年時の医療体制については、宇摩構想区地域医療構想調整会議で協議されるとのことから、中

　　　核病院の建設、診療体制、科目などについて市の意見を積極的に伝えることが必須と考えるが取組方針を

　　　お示し願う。

その他の質問　〇ＪＲ駅舎等のバリアフリー化事業について

眞鍋利憲議員

杉浦良子議員

篠永誠司議員



　　　副市長、建築住宅課長
　市営住宅の運営においては、これまで連帯保証人に担っていただいていた役割は大きな
ものがあり、例えば家賃滞納の早期解消や入居者の不慮の事故への対応など、連帯保証人
がいなければ早期に解決できなかったと思われる事案が多数あった。
　全国的には保証人を確保できずに入居を諦めるという事案が増えている中で、政令指定
都市などでは連帯保証人の撤廃の動きがある。そうした時流の中で、本市においては、現
状での業務に支障をきたす恐れがあることから、今回 2人から 1人に緩和することとした。
　この議案が可決されれば、7 月の公募から適用されるのだが、改正後、社会情勢の悪化
などにより、連帯保証人を確保できない方が入居を諦める事例が多数発生するようであれ
ば、改めて運用などでの対応を検討したいと考える。

　　　総務部長
　事件の再発防止対策について、4 月には技術系職員を対象に公正取引委員会による入札談
合等関与行為防止法研修会を実施するとともに、今後においては全職員を対象とした職員倫
理研修の実施を予定している。
 また、関係部署からなる再発防止対策検討委員会を立ち上げ、入札制度の検証及び公正な
職務の遂行に向け職員が安心して働ける職場づくりの検証を行うこととしている。ただ、横
内議員の質問においてお答えしたように、当該職員の内、1 人については現在も公判中であ
り、事件の全容が明らかになっていないため、明らかになった際には、当委員会にて検証し、
再発防止対策を講じたいと考える。

◆今回の工事入札事件の再発防止を目指し、市長の批評を問い、入札制度の改善を求める

　　　市長は、市民に迷惑と心配をかけた原因と問題点の背景と経緯をどう把握され、二度と不祥事を起

　　　こすことのないよう、市民の信頼回復を全職員が一丸となって全力で取り組む内容を問う。

三好　平議員

◆市営住宅入居基準について

　　　昨年 9月議会にも質問した中で、連帯保証人を確保できず入居がかなわない高齢者夫婦からの切実

　　　な内容の手紙を紹介したが、決して他人事ではなく明日は我が身の懸案事項であり、連帯保証人の

　　　問題は大きな障壁と考える。連帯保証人の撤廃について見解を問う。

谷　國光議員

その他の質問　〇行政と市民との信頼関係について

　　　市長、財務部長
　この事件の教訓として、一職員が行った犯罪だと総括するべきではなく、組織として重
く受け止め、再発をさせない体制づくりが必要と考える。
　現状では、継続している事件の公判の推移を注視しつつ、再発防止策を検討している。
　これまでの取り組みとしては、3 月に見積徴取を含めた発注や契約事務についての注意
事項の周知を全職員対象に実施している。また、4 月に技術系職員を対象に公正取引委員
会による入札談合等関与行為防止法に関する研修会、5 月には全職員を対象にその研修会
の動画視聴による研修を実施している。さらには、入札制度の検証及び公正な職務の遂行
に向け職員が安心して働ける職場づくりの検証を行う委員会として、4 月に関係部署から
なる再発防止対策検討委員会を立ち上げた。今後も、現行の入札契約制度や発注事務を改
めて検証し、再発防止策を講じていきたいと考えているので、ご理解をいただきたい。
　市民の皆さまの信頼回復に向けた制度見直しについては、特に不正防止の部分に力点を
置いた、再検証・再検討を考えており、 議員各位のご理解とご協力をお願い申し上げる。

その他の質問　〇国民健康保険の子どもに係る均等割保険料の削減について

〇高校卒業までの医療費完全無料化を求める　〇新型コロナワクチン接種予約受付の改善を求める

◆官製談合事件に潜む市政の重要問題について

　　　入札に介入した元市職員は「人事で飛ばされる恐怖を感じ」行政上の秘密事項を漏らした。この新聞報道

　　　が事実であるとすれば元市職員の発言は極めて重く深刻な問題であり、事実解明が市民から期待されてい

　　　る。今後の再発防止対策について質す。

その他の質問　〇子どもたちによりよい学校給食を　〇選択的夫婦別姓制度について

　　　　　　　〇生活保護における扶養照会について

飛鷹裕輔議員



番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

承認第３号 四国中央市税条例等の一部を改正する条例の専決処分の承認を求めることについて 承　認

承認第４号
令和３年度四国中央市一般会計補正予算（第２号）の専決処分の承認を求めることについ
て

承　認

承認第５号
令和３年度四国中央市一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認を求めることについ
て

承　認

承認第６号
令和３年度四国中央市住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）の専決処分の
承認を求めることについて

承　認

議案第 32 号 四国中央市基金条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 33 号 四国中央市手数料条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 34 号
四国中央市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について

原案可決

議案第 35 号 四国中央市国民健康保険条例及び四国中央市介護保険条例の一部を改正する条例について     原案可決

議案第 36 号
四国中央市営住宅条例及び四国中央市コミュニティ住宅条例の一部を改正する条例につい
て

原案可決

議案第 37 号 四国中央市港湾施設条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 38 号 令和３年度四国中央市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 39 号 土居財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて 同　意

議案第 40 号 川之江・新宮エリア高度無線環境整備工事請負契約の締結について 原案可決

議案第 41 号 令和３年度四国中央市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第 42 号 四国中央市副市長の選任につき同意を求めることについて 同　意

議案第 43 号 四国中央市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同　意

３年
陳情第２号

加齢性難聴者のための補聴器購入費助成制度の実施を求める陳情 継続審査

２年
陳情第３号

太陽光発電パネルの設置に関する条例整備を求める陳情 継続審査

３年
陳情第１号

ライドシェアの導入について慎重に検討し、安全かつ安心なタクシー事業の推進を求める
意見書の提出を求める陳情

継続審査

令和 3 年 第 2 回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧

　　　 氏　　名
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横

内

茨

木

杉

浦

猪

川

三

浦

眞
鍋
利

飛

鷹

吉

原

石

川

眞
鍋
幹

三

好

山

川

三

宅

谷

内

川

上

篠

永

山

本

吉

田

井

川

原

田
谷

曽
我
部

承 認 第 6 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長

○ ○ ○ ○

3 年 陳 情 第 2 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 年 陳 情 第 3 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 年 陳 情 第 1 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況
※ 賛否等の分かれた案件を記載しています

※ ○：賛成　×：反対



●議案第 32 号「四国中央市基金条例の一部を改正する条例について」

質問　　医療体制を増強しなければならない環境下で、今後の基金の使い方は目的を持って

　　　　定めていくのか。

答弁　　保健所内に各医療機関も参画した地域医療構想協議会があり、病院の機能分担など

　　　　についても協議されている。それを踏まえた上で、今後の基金の方向性を定めてい

　　　　きたい。

●議案第 38 号「令和 3年度四国中央市一般会計補正予算（第 4号）」〔所管分〕

質問　　地域防災組織育成助成事業補助金 380 万円の内容を伺う。

答弁　　防災資機材などの整備に対し、西寒川自治会に 200 万円、長田地区自主防災会に

　　　　180 万円を助成するものである。

質問　　現在の市内の防災組織の数と結成率を伺う。

答弁　　自主防災組織は 136 団体あり、結成率は約 70％である。

質問　　常備消防施設整備工事 287 万 1,000 円の内容を伺う。

答弁　　東分署のブロック塀をフェンスに替えるものである。

●議案第 35 号「四国中央市国民健康保険条例及び四国中央市介護保険条例の一部を改正す

　　　　　　　る条例について」〔所管分〕

質問　　来年 3月まで減免ということだが、対象者はどれぐらいいるのか。

答弁　　減免の基準については、昨年度と全く同じで、新型コロナウイルス感染症などの影

　　　　響により、事業収入などが 10 分の 3以上減少、かつ事業収入以外の収入が 400 万

　　　　円以下である方が減免の対象となる。

●議案第 38 号「令和 3年度四国中央市一般会計補正予算（第 4号）」〔所管分〕

質問　　トイレ改修事業として、小中学校合わせて 6億 6,000 万円が予算計上されており、

　　　　四国中央市のトイレの洋式化率が 39.7％で、全国平均が 57％である。洋式化率を

　　　　70％～ 80％という高い水準を目指す理由は何か。

答弁　　コロナ禍で、児童生徒の衛生環境を整えるために急がれる整備である。70％～ 80％

　　　　という数字については、決して高過ぎる数字ではないと考えており、洋式化につい

　　　　ては、今の児童生徒数に合った必要数を洋式化するということで考えている。

質問　　設計委託料についての進捗状況を伺う。

答弁　　現在は、入札が終わり、6月 1日付で新企画設計株式会社と 25 校分を契約し、各学

　　　　校と相談しながら現地に入り、調査・設計を進めている状況である。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中総務市民委員会の審査概要

◎山本　照男　○川上　賢孝　　猪川　　護　　眞鍋　利憲　　　◎委員長
　三好　　平　　吉田善三郎　　原田　泰樹　　谷　　國光  　　○副委員長

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中教育厚生委員会の審査概要

◎吉原　　敦　○篠永　誠司　　横内　博之　　杉浦　良子　　　◎委員長
　飛鷹　裕輔　　谷内　　開　　井川　　剛　　　　　　　　　　○副委員長



●議案第 36 号　「四国中央市営住宅条例及び四国中央市コミュニティ住宅条例の一部を改正

　　　　　　　　する条例について」

質問　　連帯保証人を 2人から 1人とすることとした背景、理由を伺う。

答弁　　単身の高齢者等が公営住宅に入居したくても、連帯保証人が確保できずに、入居を

　　　　諦めるケースが全国的に増えていることで、国がつくっている標準条例の一部が改

　　　　正され、連帯保証人の部分が削除されたことが背景にあり、本市においても今回改

　　　　正をするものである。

●議案第 38 号「令和 3年度四国中央市一般会計補正予算（第 4号）」〔所管分〕

質問　　伝統産業等つくり手支援金について、現在の募集の状況を伺う。

答弁　　本事業については、令和 3年度第 1号補正により 3,200 万円の予算を編成し、対象

　　　　は法人が60件、個人が20件で、4月1日より募集を開始した。予算3,200万円に対し、

　　　　現時点で 3,000 万円を超える申請があり、予算の枯渇の可能性があることと、対象

　　　　の品目を追加することで今回 1,800 万円を増額補正するものである。

質問　　茶業振興事業補助金について、これまでの茶業振興の会議、お茶の販売先等の状況

　　　　を伺う。

答弁　　令和 3年 2月にうま茶振興協議会を設立し、生産部門と販売部門の 2班に分かれて

　　　　協議を行っている。販売部門ではブレンド茶を開発し、これまでに3会場で販売した。

　　　　この販売実績などを踏まえ、今後の取り組みについて協議していきたいと考えてい

　　　　る。生産部門では、現在、茶園調査を行っており、この結果をもとに担い手、荒廃

　　　　農地などの問題を集約し、生産振興に努めていきたい。

※紙面の都合上、質問は抜粋しています
※委員会の様子をケーブルテレビで放送中産業建設委員会の審査概要

◎石川　　剛　○三宅　繁博　　茨木　淳志　　三浦　克彦　　　◎委員長
　眞鍋　幹雄　　山川　和孝　　曽我部　清  　　　　　　　　　○副委員長

編集委員　◎印は委員長 ○印は副委員長

　　◎眞鍋幹雄　 ○石川　剛　　飛鷹裕輔　　茨木淳志　　横内博之

〔問い合わせ先〕
〒 799 - 0 4 9 7愛媛県四国中央市三島宮川 4-6 - 5 5 (四国中央市議会内 )  T E L  2 8 - 6 0 4 8

《議会だより編集委員会》

本会議での発言を記録した 6 月定例会の「会議録」を 9 月上旬に各窓口センター及び市内各
図書館に備えます。
　また、市議会ホームページにも全文掲載します。検索も可能ですのでご覧ください。



～議会の活動～～議会の活動～

議案の説明

議会の 「委員会」 ってなに？？

　市議会には、市の条例や予算の使い方について決める本会議と、その審
議内容を詳しく調査し、話し合う委員会があります。
　常任委員会の審査を経て、本会議で議案の採決を行います。
　委員会には、常任委員会の他に議会運営委員会や付議事件 ( ある問題・
案件など議会の議論や採決にかけること ) を専門的に調査する特別委員会
があります。

「議案審査の流れ」
について

見てみよう！

執行部より議案の説明があります。
各所管の常任委員会に議案が振り分けられます。
これを付託といいます。

委員会審査

議案の採決

本会議での報告

【質疑】
　委員は議案の内容について、執行部に質疑します。
【討論】
　委員は採決の前に議案に対して、 賛成または反対
の意見を発言することができます。
【採決】
　討論の後、 委員長は委員に議案について
賛否を確認し、 委員会としての結論を出します。

常任委員会での審査内容を議場で委員長が報告し
ます。

議長の議事進行のもと、 議員に議案に
ついての賛否を問い、 多数決で議会全体の
意思を決めます。

委員会審査風景



四国中央市　議会中継

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ご協力をお願いします。

□マスクの着用をお願いします。
□手洗い、手指の消毒をお願いします。
　（議場入口に消毒液を準備してます）
□発熱、倦怠感、咳が出るなどの体調不良の場合は、傍聴をお控えください。

傍聴に関するお願い

□四国中央市議会では、どなたでも本会議を傍聴することができます。
□傍聴を希望される方は、市役所 6階で氏名及び住所を記入して入場していただきます。
□傍聴席に限りがありますので、団体の場合は、あらかじめ議会事務局まで連絡ください。
□開会中は、市民交流棟 2階ロビー並びに各窓口センターでもモニター放映をしています。
□四国中央市のケーブルテレビが運営する「コスモスチャンネル」でも生放送しています。
□本会議のインターネット中継も行っています。「四国中央市議会中継」からご覧ください。

議会を傍聴しませんか？
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